おめでとラございまず。この Mac Pro は 
おなたに出逢ラために作られたのでず。 


Mac Pro の世界へようこそ。 

www . apple . com / jp/macpro 


も 

Finder 

Cover Flow を巧って音楽を 
ブラウズするよラにファイルを 
プラウズできます。 

Mac ヘルプ 
じ T finder ) 



Mail 

すべての乂ールアカウントを 
1個所で管坦できます。 

Mac ヘルプ 
CT mail ) 


1ふ 

難 

に al およびアドレスブック 
スケ ジユー ルとアドレスデータが 
常に同期されます。 

Mac ヘルプ 
CX isync ) 
























Mac OS X Leopard 

www . apple . com / jp/macosx 


公 

Time Machine 

ファイルを自動的にバ 
ックアップして復元し 
ます。 

Mac ヘルプ 

yw time machine ) 


iLife '09 

www . apple . com / jp/illfe 



iPhoto 

写賣を顔、場所、ィべ 
ントで整理/検索でき 
ます。 

iPhoto ヘルプ 
化写ち） 


Quick Look 

ファイルをすぐにフレ 
ビューできます。 

Mac ヘルプ 
gy quick look ^ 


iMovie 

美しいムービーを数分 
で制作したり、作品を 
編集したりできまず。 

iMovie ヘルプ 
化ム-ビ -) 


Spotlight 

Mac にあるものを何で 
も検索します。 

Mac ヘルプ 

spotlight ) 


若 

baraqeBand 

演奏方まををびましよラ。 
ジャムセッ シヨ ンを始め 
ましよつ。 

オリジナルの曲を録音/ 
ミキシングしましよう。 

GaraaeBand ヘルプ 
&録音） 


Safari 

世界一速いブラウザで 
Web を操作できます。 

Mac ヘルプ 
fey safari 'S 



iWeb 

オリジナルの叫 eb サイ 
卜を作成してワンクリツ 
クで好きな場所に公開し 
ましょつ。 
iWeb ヘルプ 
だ f web サ仆） 



















目次 


第 1 章：さあ始めよラ 

9 Mac P のを設定する 

17 Mac P のをスリープが態にずる/システム終了ずる 

第 2 章 ： Mac Pro のある生活 

20 Mac P の前面の基本機能 
22 Apple Keyboard の機能 
24 Mac P の背面のポートおよびコネクタ 
26背面のポートおよびコネクタ（続き） 

28内部拡張オプション 
30情報を探す 

第 3 章：さらに使いやすく 

35 Mac P のの匡体を開く 
39 メモリを取り付ける 
57内蔵型記憶装置を取り付ける 
67 PCI Express 力ードを追加ずる 
72内部バックアップ電池を取り替える 


目次 5 


第 4 章：問題とその解ま方法 

76 Mac Pro の問題 

79ソフトウェアの問題 

80ソフトウてアを最新の状態に保つ 

80 AirMac ワイヤレス通信の問題 

81ディスプしイの問題 

84インターネット接続の問題 

87 「Apple HardwareTestj を使巧ずる 

88 Mac Pro に付属のソフトウェアを再インストールする 

89 Ethernet の化能を最大にずる 
90サービスとサポートについて 
92シリアルを号を確認ずる 

第 5 章：仕様について 

94仕様 

第 6 章：重要な情報 

104安全性に関ずる重要な情報 
105一般的な保守 
107人間工学について 
110環境向上への取り組み 
111ま規制の順守に関する情報 


6 目次 


1 


さあ始めよラ 




Mac ヘルプ 




Mac ドのは、最新の機能を備えたコンピュータです。先進のマルチコア•プロセッサ•テクノロ 
ジ ー 、高速なメモリ 、 PCI Express グラフィックカードと拡張スロット、内蔵型記憶装置など、最 
新のコンピュータ技術を酸化巧膜処理したアルミニウム製シャーシに搭載し、内部の部品を簡単 
に扱うことができます。 

善を： 損傷を避けるために 、 Mac Pro の使巧を開始する前に、取り付けに関ずるずベての指示 
(および104ページが降に記載されている安全性に関ずる情報）をを意深くお読みください。 


この Mac P のの新機能については、第2章 「Mac Pro のある生ま」の説明を参照してくださし、。 

「 Mac ヘルプ J では、 MacPro に関するさま埋まな疑問の答えを見つけることができます 。 「Mac 
ヘルプ J については、30ぺージの「情報を探ず」を参照してください。 
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Mac Pro を設定する 

お求めの Mac Pro は、すばやく設置してすぐに使い始めることができるように設計されていま 
す。使い始めるときは、が下の数ぺージに記載されている手順に従って進めてください。 

手順1 : Mac Pro とディスプレイを設置します。 

MacP のは、両方の八ンドルを使って適切な方まで持ち上げてください。ディスプレイを設置す 
るときも適切な方まで持ち上げてください。 MacP のとディスプレイを設置するときは、が下の 
点にミ主意してください： 

• 安定した平らな場所に置きまず。 

• 電源コードのコネクタが壁などの障害物にぶつかって、折れ曲がったりしないことを確認し 
まず。 

• ディスプレイや MacP のの前面、背面、および下部の冷が巧フアンへの空気の流れを妨げるも 
のがないことを確認しまず。 

• コンピュータの光学式ドライブのトレイが開くのに十分なスペースが前方にあることを確認し 
まず。 


ディスプレイと Mac Pro への電源を完全に切断ずるには、電源から電源プラグを抜いてくださ 
い 。 Mac Pro とディスプレイのプラグをすぐに抜けるよう、電源コードには簡単に手が届くよう 
にしてくださし、。 
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手順 2: 電源コードを接続しまず。 

電源コードは 、 Mac P のの背面部にある電源コードソケットの端子部に完全に差し込んでくださ 
い。電源コードのもラー端は、接地されたコンセントまたは接地された電源タップに差し化んで 
ください。 
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手順 3 : ディスプレイを接続します。 

下の図のよラにディスプしイを接続しまず。ディスプレイには、1本が上のケーブルを接続する 
ものがありまず。詳しい設定については、ディスプレイに付属ずる説明書を参照してください。 


デイスフレイボート 
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Mac Pro 背面のディスプしイポートに、 Mini DisplayPort または DVI (Digital Visual Interface ) 
コネクタのあるディスプレイを接続できます。 DVI ポートはデュアルリンクポートなので、30イ 
ンチの Apple Cinema HD Display を接続できまず。 



DVI ディスプレイポート 



Mini DisplayPort 


が下のアダプタのいずれかを使巧して、 ADC (Apple Display Connector ) や VGA (Video 
Graphics Array ) コネクタのあるディスプレイを接続ずることもできまず： 

• VGA ディスプレイを DVI ポートまたは MiniDisplayPo けに接続ずるときは、 Apple DVI-VGA 
ディスプレイアダプタまたは Apple Mini DisplayPo け- VGA アダプタ（両方とも別売）を使巧 
します。 

• ADC ディスプレイを DVI ポートに接続するときは、 Apple DVI-ADC ディスプレイアダプタ側 
売）を使用します。 

Mac Pro 用のディスプレイアダプタおよびその他のアクセサリは、 www . apple . com/japanstore 
から別途購入できまず。 
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手順 4: Ethernet ケーブルを接続します。 

インターネットまたはネットワークにアクセスするには、 Ethernet ケーブルの一端を 、 Mac Pro 
背面のギガビット Ethernet ポートに接続しまず。もラー端をケーブルモデム、 DSL モデム、ま 
たは Ethernet ネットワークに接続します。 



ダイヤルアップ接続には、外部 Apple USB Modem が必要です。オンラインの Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) またはアップル製品取扱販売店で入手できます 。 Apple USB 
Modem を Mac Pro の USB ポートに接続し、モデムケープル（付属していません）を使ってモ 
デムを電話ジャックにつなぎます。 
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手順 5: キーボードとマウスの USB ケーブルを接続します。 

キーボードケーブルを 、 Mac Pro またはディスプレイの USB (ホ）ポートに接続します。マウス 
のケーブルをキーボードの USB ポートに差し化みます。 
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キーボードケーブルの長さが不足している場合は 、 Mac Pro に付属のキーボード延長ケーブルを 
使用します。 



Apple キーボード延長ケーブル 


Apple Wireless Keyboard または Apple Wireless Mouse を購入した塌合は、キーボードとマウ 
スに付属のマニュアルに従って設置してください。 

手順6 : Mac Pro の電源を入れまず。 

Mac P のの前面にあるパワー(〇)ボタンを押して、電源を入れます。ディスプレイの電源を別 
に入れる必要がある場合は、ディスプレイのパワーボタンを押しまず。 

手順7: r 設定アシスタント J を淀って Mac Pro を設定しまず。 

はじめて Mac Pro の電源を入れると、「設定アシスタント j が起動しまず。「設定アシスタント j 
を使うと 、 Mac Pro のインターネット情報やメール情報の入力、ユーザアカウントの設定を簡単 
に巧うことができます。ほかの Mac がすでにある塌合は、「設定アシスタント J を使って、ユー 
ザアカウント、ファイル、アプリケーシヨン、その他の情報をお前の Mac から FireWire 、 Ethemet 、 
またはワイヤしス接続経由で自動的に転送できまず。 

もう1台の Mac を保管または使巧ずる予定がない場合は、その Mac について 、 iTunes Store 力、 
ら購入した音楽、ビデオ、オーディオブックなどを再生ずるための認証を解除ずることをお勧め 
しまず。コンピュータの認証を辭除ずると、購入した曲、ビデオ、またはオーディオブックカ、‘他 
人に再生されるのを防ぐことができます。また、別のコンピュータを認証できるようになります。 
認証の解除については、 「 iTunesj の「ヘルスメニューから HTunes ヘルプ j を選巧してくださし、。 
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はじめて起動したときに「設定アシスタント」を使って情報を転送しない塌合は、後で「移行ア 
シスタント J を使って転送することもできまず。「アプリケーシ ヨン J フォルダに移動し、•■ユ ー 
ティリティ J を開いて、「移巧アシスタント J をダブルクリックします。 

手順8: デスクトップのカスタマイズや環境設定を巧いまず。 

「システム環境設定」を使用すると、デスクトップの外観を好みに合わせて簡単に変更できます。 
メニュ ーバーからアップル （<) メニュ ー> 「システム環境設定 J と選択するか、 「 Dockj で 
「システム環境設定」アイコンをクリックしまず。「システム環境設定」では、お使いの MacPro 
のさまざまな設定を変更できます。詳しくは、 「 Mac ヘルプ」を開き、「システム環境設定」また 
は密要したい特定の環境設定を検索してください。 

設定で困ったときは 

画面に何も表示されなかったり 、 Mac Pro が正しく起動していないように思われる塌合は、が下 
の項目を確認してください： 

• Mac Pro の電源プラグは電源に接続されていまずか？電源コードが電源タップに接続されてい 
る場合は、電源タップのスイッチが入っていますか？ 

• 電源コードは Mac Pro の背面にしっかりと接続されていまずか？ 

• キーボードおよびディスプレイケーブルは正しく接続されていますか？ 

• ディスプしイの輝度とコントラストは正しく調節されていますか？ディスプレイに輝度の調節 
機能がついている場合、それを使って調節します。ディスプしイにパワーボタンがある場をは、 
ディスプレイの電源が入っていることを確認しまず。 

• それでも画面に何も表示されない場合は 、 Mac Pro を再起動しまず 。 Mac Pro の電源が切れる 
まで、パワ ー(0) ボタンを5、6秒押し続けます。パワー(む）ボタンをもう一度押して、 
再起動しまず。 

• 画面に？マークが点滅したり、ステータスランプが点滅を繰り返したりずる塌合は、75ぺージ 
の第4章「問題とその辭決方法」を参照してください。 
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Mac Pro をスリープ状態にする/システム終了する 

作業を終了したら、 Mac Pro をスリープが態にずるか、システム終了ずることができまず。 


Mac Pro をスリープ状態にずる 

Mac Pro を使った作業をしばらく中断ずるときは、スリープ状態にします。 Mac Pro がスリープ 
が態のときは、デイスプしイの画面は暗くなりまず。 Mac P ののスリープ状態は簡単に解除でき 
まず（起動赃理は行われません）。 


Mac Pro をずぐにスリープ状態にずるには、次のいずれかの操作を巧いまず： 

• メニユー八’一からアップル （ t ) メニユ ー> 「スリープ J と選択しまず。 

• Mac P のの前面にあるパワー(む）ボタンを押します。 

• Control キーを押したままイジ: L クトキーを巧してから、表示されるダイアログボックスで「ス 
リープ J をクリックします。 

-アップル （ t ) メニユ ー> 「システム環境設定」と選択し、「省エネルギー」をクリックして、 
スリープタイマーをセットします。 

Mac Pro をスリープ状態を锅除ずるには、次のいずれかの操作を行います： 

-キーボード上のイ壬意のキーを押しまず。 

• マウスをクリックしまず。 

• Mac Pro の前面にあるパワー(〇)ボタンを押します。 

Mac P のがスリープ状態から復原したとき、お使いのアプリケーシヨン、書類、コンピユータの 
設定は、スリープが態に移行ずる前とまったく同じでず。 
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Mac Pro をシステム終了ずる 

長期間 Mac Pro を使わない場合は、システムを終了しまず。 

Mac Pro の電源を切るには、次のいずれかの操作を巧いまず： 

• アップル （«) メニユ ー> 「システム終了 J と選択しまず。 

• Control キーを押したままイジ: L クトキーを押してから、表示されるダイアログボックスで「シ 
ステム終了 J をクリックしまず。 


注意 ： Mac Pro の電源を切るときは、電源タップのスイッチを切ったり 、 Mac Pro の電源 
コードをコンセントから抜いたりしないでください（ただし、ほかの方まで Mac Pro の電源 
を切れない場合は除きまず ）。 Mac Pro の電源を正しく切らなかった場合、ファイルやシステ 
ムソフトウェアカ、‘壊れることがあります。 


注意 ： Mac Pro を持ち運ぶ前に、システム終了してください。 A - ドディスクが回転している 
ときに持ち運ぶと、 A — ドディスクがあ障して、データが失われたり、八ードディスクから起 
動できなくなるおそれがあります。 
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Mac Pro のある生ミ舌 


www.apple.com/jD/macpro 


Mac ヘルプ 




Mac Pro 前面の基本機能 



光学式ドライブ 


第2光学式ドライブ 
(オプション） 


0 パワーボタン 


Y FireWire 800ポート 
( X 2) 


ステータスランフ 


〇 ヘッドフォンジャック 


ホ USB 2.0 ポート （ X 2) 
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光学式ドライブ 

Mac Pro には、 DVD±R DL / DVD ± RW / CD - RW 対応の SuperDrive 力<裝備されてし、ます。 CD - 
ROM , フォト CD 、 一般的な音楽 CD 、 および DVD ディスクを読み取ることができます。ま 
た、音楽、書類、およびその他のファイルを CD - R 、 CD - RW 、 DVD ± R 、 DVD ± RW 、 およぴ 
DVD±R DL じ層）ディスクに書き込むことができます。ドライブを開くには 、 Apple 
Keyboard のメディアイジェクト（全）キーを巧します。お使いの Mac Pro に光学式ドライブ 
が2基ある場合、2基目のドライブを開くには、 Option キーとメディアイジェクト（全） 
キーを巧します。 


(2) パワーボタン 

Mac Pro の電源を入れたり、スリープが態にしたり、スリープが態から元の状態に戻したりす 
るときは、このボタンを巧します。再起動するには 、 Mac Pro の電源が切れるまでこのボタン 
を5〜6秒間巧したままの状態にしてから、再度このボタンを巧して電源を入れます。 


V FireWire 800ポート （2 基） 

FireWire の DV (デジタルビデオ）カメラ、スキャナ、外付け A — ドディスクドライブなど、 
高速外付け裝置の接続に使巧します。再起動せずに、 FireWire 装置を接続したり、取り外した 
りできます。すべてのポートが最高800 Mbit/s (メガビット/秒）のデータ速度に対応して 
います。 

中 2 基の USB 2.0 ポート 

iPod 、 iPhone 、 マウス、キーボード、プリンタ、ディスクドライブ、デジタルカメラ、ジヨ 
イスティック、外せけ USB モデムなどを接続します。 USB 1.1 装置も接続できます 。ディスフ 
_ しイに USB ポートが付いている場合もあ。ます。 _ 

〇 ヘッドフォンジャック 

Apple Earphones with Remote and Mic などのへッドフォンを接続するときは、へッドフォ 
ンミニジャックを使います。 

ステータスランプ 

Mac Pro の電源が入っているときは、このランプが白く点なします。スリープが態のときは、 
このランプが点滅します。 
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Apple Keyboard の機能 


- Escape 
-輝度を下げる 
-輝度を上げる 
- Expose 


-早送り 
-消音 

-音量を下げる 
-音量を上げる 


f 四四囚回因ロロ日囚囚□四囚に 
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USB ポート 
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Escape lesc ) キー 

Front Row を開くには 、 Escape ( esc ) キーとコマンド（稱）キーを同時に巧します 。 Front 
Row を終了するには 、 Escape ( esc ) キーを巧します。 

か 

輝度キ ー( F 1、 F 2) 

Apple ディスプレイの揮度を上げたり（み）下げたり（み’）します。 

國 

Expose (ずべてのウインドウ）キー ( F 3) 

開いているすべてのウインドウにすばやくアクセスするために、 Expose を開きます。 

② 

Dashboard キー （ F 4) 

ウィジエットにアクセスするために Dashboard を開きます。 

< 

消音キー （ F 10) 

内蔵スピーカー、ヘッドフォンジャック、または才ーディオポートから出力されるサウンドを 
消します。 

<め 

音量キー ( F 1 K F 12) 

内蔵スピーカー、ヘッドフォンジャック、またはオーディオポートから出力される音声の音量 
を上げたりりめ）下げたり（がします。 

▲ 

乂ディア-イジエクト-キー 

ディスクを取り出すときは、メディアイジエクト（^)キーを巧し続けます。 


フアン クシ ヨン 【 fn ) キー 

フアンクシヨンキー （ F 1 〜 F 19) を押すと、それらに割り当てられている各操作が有効になり 
ます。フアンクシヨンキーのカスタマイズについては、メニューパーから「ヘルプ 」> 「Mac 
ヘルプ」と選択して、 r フアンクシヨンキ ー J を検索してください。 


► II 

メディアキー ( F 7、 F 8、 F 9) 

曲、ムービ ー 、またはスライドショーを巻き戻したり（♦«)、再生または一時停止したり 
(►11)、早送りしたり （►►) します。 


Caps Lock キー 

Caps Lock キーを巧すと 、 Caps Lock モードになり、大文宇を入力できるようになります。 

ホ 

2基の USB 2.0 ポート 

マウスを接続したり、 iPhone , iPod 、 またはデジタルカメラを同期したりします。 
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Mac Pro 背面のポートおよびコネクタ 



電源ソケット 


fi ロック用ラッチ 


ホ USB 2.0 ポート （ X 3) 


"ミ ‘ FireWire 800ポート （ x 2) 


ぐ々 ギガビット Ethernet 
ポート （ x 2) 
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電源 ソケット 

お求めの Mac Pro に付属している電源コードを接続します。そのほかの電源コードや延長 
コードは使用しないでください。 

fi 

ロック巧ラッチ 

Mac Pro の内部部品にアクセスするために側面パネルを開くには、ラッチを引き上げます。 

Mac Pro の内部を作業しているときにラッチを下ろすと、光学式ドライブおよび八ード-ドラ 
イブがロックされます。セキュリティロック（別売）をラッチに取り付けると、内部の部品へ 
のアクセスおよび部品の盗難を防止することができます。また、盗難防止巧ケーブルをラッチ 
や八ンドル部/足部に取り付けると 、 Mac Pro を盗難から守ることができます。 

ホ 

USB 2.0 ポート （3 基） 

iPod 、 iPhone . マウス、キーボード、プリンタ、ディスクドライプ、デジタルカメラ、ジョ 
イスティック、外せけ USB モデムなどを接続します。 USB 1.1 裝置も接続できます 。ディスフ 
レイに USB ポートが付いている場合もあります。 


'ダ FireWire 800ポート ロ 基） 

FireWire の DV (デジタルビデオ）カメラ、スキヤナ、外付け A — ドディスクドライブなど、 
高速外付け裝置の接続に使巧します。再起動せずに、 FireWire 装置を接続したり、取り外した 
りできます。 すべての ポートが最高800 Mbit/s (メガビット/秒）のデータ速度に対応して 
います。 


ぐ"〉 ジャンボフレーム対麻ギガビット Ethernet ポート （X 2) 

高速な Ethernet ネットワーク、 DSL モデムやケープルモデム、またはほかのコンピュータに 
接続できます。 Ethernet ポートが Ethernet 装置を自動的に検出するので、 Ethernet クロス 
ケーブルは必要ありません。カテゴリ 5 e のケーブルを使巧して、インターネットやプリンタ 
やサーバなどのネットワーク上の装置にアクセスすることができます。また、ネットワークを 
介して情報を共有することもできます。 
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背面のポートおよびコネクタ（続き) 



OIMini DisplayPort 


IDI DVI デイスフレイ 
ポート 


光デジタルオーデイオ 
出カポート 


光デジタルオーデイオ 
入カポート 


な アナログオーデイオ 
ライン入カポート 


が) アナログオーデイオ 
ライン出カポート 


PCI Express 
拡張スロット 
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PCI Express 拡張スロット （x 3) 

2番から4番のカバーせきスロットに最大3枚の PCI (Peripheral Component 

Interconnect ) Express カードを取り付けることで、 Mac Pro を拡張できます。 

〇 

Mini DisplayPort 

Apple LED Cinema Display など、 Mini D 印 layPo けコネクタを使用するディスプしイを接続 
できます。 Mac Pro 巧のディスフしイアダプタは、オンラインの Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) から購入できます。 

0 

DVI ディスプレイポート（デュアルリンク） 

20インチ、23インチ、30インチ AppleCinema Display など、 DVI (Digital Visual 

Interface ) コネクタを使苗するディスプレイを DVI ディスプレイポートに接続できます。 

Mac Pro 巧のディスプしイアダフタは、オンラインの Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) から購入できます。 

光デジタルオーディオ入力/オーディオ出カポート 

プラスチックまたはナイロンの 3.5 mm 光プラグの付いた標準 TOSLINK ケーブルまたはファ 
イバーケーブルを使用して、デッキ、しシ ー バー、デジタル楽器、サラウンドスピーカーシス 
テムを接続します。 S/PDIF ( Sony/Philips Digital Interface ) プロトコルと TOSLINK ケープ 
ルを使巧して、ステし才またはエンコードされたオーディオを転送します。 


アナログオーデイオライン入カポート 

アナログ入力を利用して、セルフパワー型のマイクや、 MP 3 プレーヤー、 CD プしーヤーなど 
の機器を接続します。 


アナログオーデイオライン出カポート 

アナロブ機能を利巧して、セルフパワー型アナログスピーカーなどの機器を接続します。 
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内部拡張オプション 
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光学式ドライブ 

お求めの Mac Pro には、1基または2基の DVD±R DL / DVD ± RW / CD-RW SuperDrive が光学 
式ドライブキャリアに取りせけられています。光学なドライブを交換するち法については、 

61ページの「光学式ドライブを交換する」を参照してください。 

A - ドディスクドライブ 

お求めの Mac P のには、最大4基の A — ドディスクドライプがドライプキャリアに取り付け 
られています。 A — ドディスクドライブを取り付けるちままたは交換するちまについては、 

57ぺージの r 内蔵型記憶装置を取り付ける J を参照してください。 


PCI Express スロット 

Mac Pro には、3基の PCI Express 拡張スロットが搭載されています。スロット2〜4に PCI 
カードを装着して 、 Mac Pro の機能を拡張するちまについては、67ページの巧 CI Express 
力ードを追加する」を参照してください。 

電化 

Mac Pro は、内部バックアップ電池を使用します 。 Mac Pro の起動時に問題が発生したり、シ 
ステムの日付や時間が頻繁に不正確になるよラな場合は、電池の交換が必要かもしれません。 

72ページの r 内部バックアップ電池を取り曾える J を参照してください。_ 

Double-Wide PCI Express グラフィックスロット 

pa Express グラフィックスロット（スロット 1) のグラフィックカードに最高2台までディ 
スプレイを接続することができます。このスロットの力ードを取り替えたり、 P 曰スロット2 
〜4にグラフィックカードを追加で取りせけることができます。67ページの巧 G Express 
カードを追加する」を参照してください。 

乂モリスロット 

Mac Pro には4基または8基のメモリ拡張スロットがあります（モデルによって数が異なりま 
す）。メモリを増設するには、メモリスロットに PC 3-8500 1066 MHz DDR 3 SDRAM UDIMM 
を取り付けます 。 Mac Pro で使用するメモリの種類について詳しくは、39ぺージの[メモリ 
を取り付ける」を参照してください。 
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情報を探す 

Mac P のの使用に関するより多くの情報が、 「 Mac ヘルプ」およびインターネット 
www . apple . com / jp / support / macpro ) にありま3。 

TMac ヘルプ J を開くには： 

1 「Dockj (画面の縁に沿って表示されるアイコンのバ ー） の 「 Finder 」 アイコンをクリックし 
まず。 

2 メニユーバーの「ヘルプ J メニユーをクリックして、が下のいずれかの操作を巧いまず： 

a 検索フィールドに質問または語句を入力して、結果のリストからトピックを選択ずるか、「すべ 
ての結果を表示 J を選択してずべてのトピックを表示しまず。 
b 「 Mac ヘルスを選択して 「 Mac ヘルプ J ウインドウを開き、そこでトピックをブラウズしたり 
質問を入力したりできまず。 

詳しい情報 

Mac Pro の使用方法について詳しくは、 L 乂下の情報を参照してください： 


1巧 0 たいこと 

参照 ホ 1 

ドライブ、メモリ、拡張力ード、 
または電池を取り付ける 

33 ぺージ の第3章「さらに使いやすく」 

Mac Pro に問題があるときにそ 
の問題を解決する 

75ページの第4章「問題とその解ま方ま」 

Mac Pro のサービスとサポート 
を探す 

90ページの「サービスとサポートについて」または Mac P ののサ 
ポート Web サイト （ www . apple . com / jp / support / macpro ) 

MacOSX を使巧する 

Mac 0 S X の Web サイト ( www . apple . com / jp / macosx ) 〇または 
「 Mac ヘルスで rWacOSX 」 を検索してください。 

PC から Mac に移行する 

「 Mac が好きになる理由 J 
i www . apple . com / jp / qetamac / whymac )。 
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1知りたいこと 

参照 先 1 

iLife アプリケーションを使庙 
する 

iLife の Web サイト （ www . apple . com / ip / ilife ) または 、 iLife アフ 
リケーシヨンからヘルプを開き、質問を入力してください。 

システム環境設定を変更する 

アップル （《) メニュ ー > r システム環境設定 J と選択して、「シス 
テム環境設定 J を開いてください。または、 「 Mac ヘルプ J で[シス 
テム環境設定 J を検索してください。 

マウスまたはキーボードを使巧 
する 

「システム環境設定」で「キーボードとマウス」を選択してくださ 
し、。または [ Mac ヘルプ」を開いて、 r マウス J または r キーボ ー 
ド J を検索してください。 

AirMac Extreme ワイヤレステク 
ノロジーを使届する 

AirMac のサポート Web サイト 

( www . apple . com / jp / support / airmac ) 0 または、 「 Mac ヘルフ」を 
開いて、 「 AirMa 。 を検索してください。 

Bluetooth ® ワイヤレステクノロ 
ジーを使巧する 

Bluetooth のサポート Web サイト 

( www . apple . com / jp / support / bluetooth )。 または 、 rMac ヘルフ」 

を開き、 「 Bluetooth 」 を検索してください。 

プリンタを接続する 

「 Mac ヘルスで r プリントする J を検索してください。 

FireWire 接続または USB 接続 

「 Mac ヘルスで巾 reWirej または 「 USB 」 を検索してください。 

インターネットに接続する 

「 Mac ヘルプ J で r インターネット J を検索してください。 

ディスプしイを使巧する 

「 Mac ヘルスで r ディスプレイポート J を検索してください。 

Front Row 

「 Mac ヘルスで TrantRow 」 を検索してください。 
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1知りたいこと 


参照先 1 

CD または DVD を作成する 

「 Mac ヘルプ J で r ディスクを作成する J を検索してください。 

Mac Pro の仕様 


93ページの第5章「仕様について」または 、 Mac Pro の仕様ページ 
(www.apple.com/jp/macpro/specs.html )。 または、メニューバー 
からアップル （か メニュー> r この Mac について」と選択し、 
「詳しい情報」をクリックして、 r システムプロファイラ J を起動し 

ます。 

アップルのニュース、無料ダウ 
ンロード、およびオンラインカ 
タログ 

アップルのサイト （ www . apple . com / jp )。 

情報、巧術サポート、 

品マニュアル 

および聲 

アップルのサボート情報のサイト （ www . apple . com / jp / support )。 
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さらに使いやすく 


www.apple.com/jaDanstore 


Mac ヘルプ 




この章の情報を;'舌用して、必要に応じて Mac Pro をカスタマイズおよび拡張することができま 
ず。重要な手順について、が下のセクションで説明しています： 


•35 ぺージの 

• 39ぺージの 

• 57ぺージの 

• 67ぺージの 

• 72ぺージの 


「Mac Pro の匡体を開く J 
「メモリを取り付ける」 

「内蔵型記憶装置を取り付ける J 
「PG Express 力ードを追加ずる j 
「内部バックアップ電池を取り替える」 


注意： アップルでは、メモリや PCI Express 力ード、内蔵型の記憶装置の取り付けを、アップ 
ル正規サービスプロバイダに依頼することをお観めします。サービスについてアップル正規 
サービスプロバイダまたはアップルに問い合わせる方まは、90ぺージの「サービスとサポー 
卜について J を参照してください。これらの装置を自分で取り付ける塌合、装置が故障ずる可 
能性があります。また、自分で取り付け作業を行った塌を、装置が故障しても製品保証は適用 
されません。製品保証について詳しくは、アップル製品取扱販売店またはアップル正規サービ 
スプロバイダに問いをわせてください。 
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Mac Pro の置体を開く 

1 Mac P ののカバーを開く前に、アップル ( 4 ) メニュ ー> 「システム終了」を選択して、電源を 
切りまず。 

注意 ： Mac Pro の售体を開く前には、必ずコンピュータの電源を切り、内部の部品や取り付け 
る部品に損傷を与えないようにしてください 。 Mac Pro の電源が入っているときは、匡体を開 
いたり、内部に部品を取り付けたりしないでください。 


2 5分から10分の間 、 Mac P のの内部部品が冷えるのを待ちまず。 

蓄告 ： Mac Pro が冷えるのを待ってから、内部の部品に触ってください。内部の部品が非常 
に熱くなっている場合があります。 
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3 静電気を除去するために 、 Mac Pro のか面の金属部分に触れます。 


注意： 部品に触れたり 、 Mac Pro の内部に部品を取り付けたりずる前には、必ず静電気を除去 
してください。また、静電気の発生を防ぐため、カード、メモリ、内蔵型の記憶装置などを取 
り付けて側面パネルを元の位置に戻ずまでは、部屋の中を歩き回らないでください。 
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4 Mac Pro からずベてのケーブルと電源コードを取り外します。 

注意： 内部の部品や取り付ける部品に損傷を与えないようにずるため、必ず Mac Pro の電源 
プラグをないてください。コンピュータの電源コードが接続されているときは、部品を取り付 
けないでください。 


5 側面パネルを持ち、背面にあるラッチを持ち上げます。 
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6 Mac Pro の側面パネルの上部を持ち上げながら手前に引っ張り、側面パネルを取り外します。 



重要： 側面パネルを取り外すときは、しっかりと持つよラにしてくださし、。 
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メモリを取り付ける 

Mac Pro には、3 GB または6 GB のメモリカ、‘、1 GB UDIMM (Unbuffered Dual Inline Memory 
Module ) として搭載されていまず。 

取り付けるずベての UDIMM がが下の仕様を満たしている必要があります： 

• PC 3-8500、 1066 MHz ' DDR 3 SDRAM UDIMM 
• エラー訂正コード （ECO 
•72 ビット幅、240ピンの ECC モジュール 
- ECC UDIMM 単位で最大36に 

注意： アップル認定の DIMM を使用ずることをお勧めしまず。が前の Mac コンピュータの 
DIMM は 、 Mac Pro では使用できません 。 Apple Store ( www . apple . com / japanstore ) から 
オンラインでアップル製メモリを購入することもできます。 


Mac コンピュータで使用する DIMM を購入するときは、メモリの製造元が JEDECCJoint Electron 
Device Engineering Council ) 仕様に準拠していることを確認してください。メモリの製造元に 
問いをわせて、 JEDEC 仕様の説明にある通り、 DIMM が正しいタイミングモードをサポートして 
いること 、 SPD (Serial Presence Detect ) 機能が正しくプログラムされていることを確認してく 
ださい。お使いの DIMM の互換性を確認ずるには、アップルの Web サイトにある 「Macintosh 
製品ガイド J ( www . apple . com / jp / guide ) を参照してください。 
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メモリを取り付ける前に、お求めの Mac P のがクアッドコアなのか8コアなのかを確認してくだ 
さい。35ページの指示に従って、側面パネルを取り外して内部を見れば分かります： 

• クアッドコア Mac Pro は、1基のプロセッサと4基のメモリスロットです。1 GB または 2 GB の 
DIMM を取り付けて、を計で最大 8 GB のメモリ容量にできます。41ぺージの「クアッドコア 
Mac Pro にメモリを取り付ける j を参照してください。 

• 8コア Mac Pro は、2基のプロセッサと8基のメモリスロットでず。1 GB 、2 GB 、 または 4 GB の 
DIMM を取り付けて、合計で最大32 GB のメモリ容量にできまず。5日ぺージの「8コア Mac 
Pro にメモリを取り付ける」を参照してください。 



8コア 
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メニューバーからアップル （ t ) メニュ ー> 「この Mac について J と選巧して、どちらの Mac 
Pro なのかを確認ずることもできまず。「詳しい情報 J をクリックし、「内容」リストから「八一 
ドウエア」を選択してから、「八ードウエアの概要」で 「 CPU 数 J を見つけてください。クアッ 
ドコア Mac P のは1基の CPU で、8コア Mac Pro は2基の CPU でず。 

クアッドコア Mac Pro にメモリを取り付ける 

ク アッ ドコア Mac Pro には4基のメモリスロットカ、‘あり、1 GB が上の DIMM が3基取り付けら 
れています。1 GB または2 GB の DIMM を交換または追加ずることで、合計で最大8 GB のメモ 
リ容量にできまず。 

Mac Pro に取り付ける DIMM の仕様が同じであることが重要でず。クアッドコア Mac Pro に 
DIMM を取り付けるときは、次の手順を使用してください。 

メモリを取り付けるには： 

1 35ページの指示に従って 、 Mac Pro をシステム終了してから、置体を開いて側面パネルを取り 
外しまず。 

警告： 5分から10分の間 Mac Pro が冷えるのを待ってから、プロセッサのトレイを取り外し 
たり、巧部の部品に触ったりしてください。プロセッサのトレイや部品が非常に熱くなってい 
る場合がありまず。 
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2 プロセッサトしイのラッチを押して途中まで開きます。 
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3 ラッチを引いて完全に開き、プロセッサトレイを鮮放しまず。 
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4 プロセッサトレイを取り外し、机または作業面上の柔らかい清潔な布（トレイを保護し、作業 
面に傷が付かないよラにずるため）の上に置きまず。 
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同じ容量の DIMM (ずべて1 GB またはずベて 2 GB ) を Mac Pro に取り付ける塌合は、表に書 
いてある順番でスロットに取り付けることをお観めします。 



3基の DIMM 


Is 2 s および3 


4基の DIMM 


1、2、3、および4 (すべて） 


参考：異なる容量の DIMM を Mac P のに取り付ける場合も、表の順番に従ってください。取り 
付けた DIMM 構成のパフォーマンスが最適でない塌合は、 「Memory Slot Utility 」 が画面上に開 
き、パフォーマンスを改善する推巽構成が表示されまず。 

このユーティリティを再度使用するときは、「/システム/ライブラリ / CoreServices/Memory 
Slot Utilityj に移動してください。 
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5 DIMM スロット1、2、および 3 の取り外しレバーを開き、外側に押します。それから、 DIMM を 
スロットから取り外しまず。 

6 DIMM を取り付けまず。 DIMM スロット内で位置と向きをそろえてから、 DIMM の両端を下に押 
してください。タブが垂直になり、取り外しレバーが所定の位置に固定されるまで押しまず。 

注意： DIMM に損傷を与えないように、四隅の部分だけを持って取り扱ってください。金色 
のコネクタやその他の部品には手を触れないでください。 


コネクタ 切り欠き 取り外しレバー 
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7 プロセッサトしイを元の場所に戻します。ラッチの角度が45度になるまで押してください。 
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9 側面パネルを元の位置に戻しまず。 

重要： 側面パネルを元に戻すときは、ラッチが引き上げられていることを確認してください。側 
面パネルをしっかりと持って、ラッチを押し下げながら所定の位置に取り付けてください。 



注意： 部品を取り付けた後は、側面パネルを必ず元に戻してください 。 Mac Pro は側面パネル 
を取り付けないと正しく動作しません。 
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10 Mac Pro に対して側面パネルをしっかり持って、ラッチを下に押し下げながら側面パネルを固定 
しまず。 



11 Mac P のの安全を守るために、金属の巧の部分に鍵やケーブルを取り付けることもできます。 
ロックタブを押し下げてから、ラッチを閉じます。 
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8 コア Mac P の にメモリを取り付ける 

8コア Mac Pro には8基のメモリスロットがあり、ほとんどの構成で1 GB が上の DIMM が6基 
取り付けられています。1 GB 、2 GB 、 または4 GB の DIMM を取り付けて、合計で最大32 GB 
のメモリ容量にできまず。 

Mac Pro に取り付ける DIMM の仕様が同じであることが重要でず。8コア Mac Pro に DIMM を 
取り付けるときは、次の手順を使用してください。 

8コア Mac Pro にメモリを取り付けるには： 

1 35ぺージの指示に従って 、 Mac Pro をシステム終了してから、置体を開いて側面パネルを取り 
外しまず。 

警告： 5分から10分の間 Mac Pro が冷えるのを待ってから、プロセッサのトレイを取り外し 
たり、内部の部品に触ったりしてください。プロセッサのトレイや部品が非常に熱くなってい 
る場合がありまず。 
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2 プロセッサトしイのラッチを押して途中まで開きます。 
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3 ラッチを引いて完全に開き、プロセッサトレイを鮮放しまず。 
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4 プロセッサトレイを取り外し、机または作業面上の柔らかい清潔な布（トレイを保護し、作業 
面に傷が付かないよラにずるため）の上に置きまず。 
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同じ容量の DIMM (ずべて1、2、または 4GB) を Mac P のに取り付ける場合は、表に書いてあ 
る順までスロットに取り付けることをお勧めしまず。 



1 メモリ 

取り付けるスロット 


2基の DIMM 

1および2 

□2 

3基の DIMM 

1、2、および3 

□2 

4基の DIMM 

1、2および5、6 

己 2 

6基の DIMM 

1、2、3および5、6、7 

Bs 

8基の DIMM 

1、2、3、4および5、6、7、8 
(すべて） 

3 H 
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参考：異なる容量の DIMM を Mac P のに取り付ける場合も、表の順番に従ってください。取り 
付けた DIMM 構成のパフォーマンスが最適でない塌合は、 「Memory Slot Utility 」 が画面上に開 
き、パフォーマンスを改善する推巽構成が表示されまず。 

このユーティリティを再度使用するときは、「/システム/ライブラリ / CoreServices/Memory 
Slot Utilityj に移動してください。 

5 DIMM を取り付けまず。 DIMM スロット内で位置と向きをそろえてから、 DIMM の両端を下に押 
してください。タブが垂直になり、取り外しレバーが所定の位置に固定されるまで押しまず。 

注意： DIMM に損傷を与えないように、四隅の部分だけを持って取り扱ってください。金色 
のコネクタやその他の部品には手を触れないでください。 


コネクタ 切り欠き 取り外ししバー 
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6 プロセッサトしイを元の場所に戻します。ラッチの角度が45度になるまで押してくださし、。 
7 ラッチを最後まで押し化んで閉じ、プロセッサトレイを固定します。 



8 48ぺージの手順に従って側面パネルを元の位置に戻しまず。 


フロセツサトレイ 
ラッチ 


注意： 部品を取り付けた後は、側面パネルを必ず元に戻してください 。 Mac Pro は側面パネル 
を取り付けないと正しく動作しません。 
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内蔵型記憶装置を取り付ける 

お求めの Mac Pro には、内蔵ドライブ巧のスぺースが6つあります： 2つは光学式ドライブ巧 
で、4つが A — ドディスクドライブ巧です。多くの構成では、1台の八ードディスクドライブが 
第1 A — ド-ドライブ•ベイに、1台の光学式ドライブが光学式ドライブベイの上段に収容され 
ていまず。 

空いている八ード*ドライブ•ベイに、ケーブル不要の 3.5 インチシリアル ATA ( SATA ) 八ード 
ディスクドライブを3台まで、またはシリアル接続 SCSI ( SAS ) ドライブを4台まで、追加で取 
り付けることができまず。お求めのコンピュータに取り付けることができるのは、が下の仕様を 
満たすドライブです： 

• タイプ： SAS または SATA 3 Gb/s (ギガビット/秒） 

•幅：102 mm (3.9 インチ） 

• 奥行き： 147 mm (5.7 インチ） 

• 高さ： 25.4 mm (1.0 インチ） 

参考: SAS ドライブを Mac Pro に取り付けるには、オプションの Mac Pro RAID 力ードも取り巧 
ける必要があります。 

動作要件や対応ずる装置について詳しくは、アップル製品取扱販売店または Apple Store 
( www . apple . com / japanstore ) に問い合わせる力 、、 Mac Pro のサポート Web サイト 
( www . apple . com / jp / support / macpro ) を参照して く ださい。 


SAS または SATA 3 Gb/s (ギガビット/秒）八ードディスクドライブを取り付 
ける 

お求めの Mac Pro には、1インチ高の内蔵型 SATA または SAS 3 Gb/s (ギガビット/秒）八ード 
ディスクドライブを4台まで八ード-ドライブ•ベイに収容することができます。お求めの Mac 
Pro にドライブが1つだけ取り付けられている場合は、第1ベイに搭載されていまず。第2、第 
3、第4八ード-ドライブ•ベイにドライブを追加することができます。 
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八ードディスクドライブを取り付けるには： 

1 35ページが降の指示に従って 、 Mac Pro の匡体を開き、側面パネルを取り外します。 

2 ラッチを引き上げ、八ード*ドライブ•キャリアのロックを解除します。 

参考：ラッチを引き下げると、キャリアがドライブベイにロックされ、取り外せなくなりまず。 
3 八ード-ドライブ-キャリアをドライブベイから引き抜きます。 
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4 八ードディスクドライブの裏個！（コネクタのある方）にキヤリアを置きます。 

5 キャリア上の4つのねじを使巧して、八ードディスクドライブをキャリアに取り付けまず。 


注意： ドライブの側面を持ってください。ドライブに損傷を与えないように、プリント基板に 
は触れないでください。 
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6 ラッチを引き上げ、ガイドに沿ってキャリアをスライドさせまず。八ード-ドライブ•コネク 
夕に当たってドライブベイの所定の位置に固定されるまでスライドしてください。 



7 48ページの手順に従って側面パネルを元の位置に戻しまず。 

注意： 部品を取り付けた後は、側面パネルを必ず元に戻してください 。 Mac Pro は側面パネル 
を取り付けないと正しく動作しません。 
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光学式ドライブを交換ずる 

お求めの Mac Pro には、1基または2基の SuperDrive が光学式ドライブベイに取り付けられて 
いまず。光学式ドライブを交換するときは、お下の手順に従ってください。 

重要： ドライブの製造元に問いをわせるか、製造元の Web サイトを参照して、お使いのドライ 
ブがケーブル•セしクト•モードに設定されているかどラか確認してください。製造元でケーブ 
ル•セレクト•モードに設定していない塌をは、取り付け前にドライブをケーブル•セレクト- 
モードに設定してください。 

光を式ドライブを交換するには： 

1 35ページが降の指示にがって 、 Mac Pro の匡体を開き、側面パネルを取り外しまず。 

2 ラッチを引き上げ、光学式ドライブキャリアのロックを解除します。 

参考：ラッチが下りている間は、ドライブとキャリアはドライブペイにロックされ、取り外ずこ 
とができません。 
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3 光学式ドライブキャリアを光学式ドライブベイから半分ほど引き出しまず。 
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4 光学式ドライブからケーブルをあき、光学式ドライブベイからキャリアを取り外しまず。 



注意： 光学式ドライブを増設/交換するときは、お求めの Mac Pro に同栖されているアップ 
ル製のオリジナルケーブルを使用してください。 
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5 4 つの固定ねじを外して、光学式ドライブをキャリアから取り外します。 

6 元の光学式ドライブで使用されていた4つのねじを使用して、ドライブをキャリアに取り付け 
まず。 
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7 光学式ドライブおよびキヤリアを、ガイドに沿ってドライブベイの途中までスライドさせます。 
8 ドライブの背面にケーブルを取り付けまず。 



ケーブルの 
中間のコネクタ 

ケーブルの 
終端のコネクタ 
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9 ラッチを引き上げ、光学式ドライブキャリアをドライブベイにスライドさせ、所定の位置に固 
定されるまで押します。 



注意： 部品を取り付けた後は、側面パネルを必ず元に戻してください 。 Mac Pro は側面パネル 
を取り付けないと正しく動作しません。 
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PCI Express 力ードを追加する 

PCI (Peripheral Component Interconnect ) Express スロットに力ードを取り付けることによ 
り、お使いの Mac Pro の磯能を拡張することができまず 。 Mac Pro には、 Double-Wide PCI 
Express グラフィックスロット 1 基と PCI Express 拡張スロット3基の合計4スロットが装備さ 
れています。これらのスロットには 、 PCI Express グラフィックカードおよび拡張力ードを取り 
付けることができます。 

PCI Express 力ードについて 

お求めの Mac Pro には、高性能な PCI Express グラフィックカードが搭載されています。グラ 
フィックカードは、 GPU に raphics Processor Unit ) を搭載し、コンピュータのディスプレイ 
ポートを備えています。グラフィックカードはスロット1に取り付けられています。 

PCI Express グラフィックカードおよび拡張力ードを追加で取り付けることができます。力ード 
を取り付ける前に、その力ードがお使いの Mac P ので動作ずるか、仕様を確認してください： 

-スロット1および2は、16しーンの PCI Express 2.0 スロット 
-スロット3および4は、4レーンの PCI Express 2.0 スロット 

4基のスロットはずべて、16レーンの力ードに対応しています。 

重要 ： PG Express スロット4基の合計最大消費電力は 300 W (ワット）です。 
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PCI Express 力ードを取り付けるには： 

1 35ページが降の指示に従って 、 Mac Pro の匡体を開き、側面パネルを取り外します。 

蓄告： 内部の部品や取り付ける部品に損傷を与えないようにずるため、必ず Mac Pro の電源 
を切って、電源プラグを抜いてください。コンピュータの電源コードが接続されているとき 
は、部品を取り付けないでください。5分から10分の間 Mac P のが冷えるのを待ってから、 
内部の部品に触ってください。内部の部品が非常に熱くなっている場合がありまず。 


2 PCI ブラケットのねじを外し、ブラケットを取り外します。 



3 力ードを取り付けるスロットからポート-アクセス • カバーを取り外します。 
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4 PCI スライダ上のボタンを押してスライダを左に動かずと、固定バーが動きます。 



5 新しいカードを帯電防止用の袋から取り出します。カードは四隅の部分だけを持って取り扱っ 
てください。金色のコネクタ（端子部）やカード上の部品には手を触れないでください。 


ご存じでずか？ ー フルサイズの PCI 力ードを取り付ける 

PCI カードを取り付けるときは、从ードディスクドライブとキャリアけ7ページを参照してく 
ださい）を取り外し、さらに隣りの力ードも取り外すことをお勧めします。対応ずるカードガ 
イドにカードの端を取り付けてから、 PCI スロットにカードの位置を合わせ、取り付けを完了 
してください。 
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6 力ードのコネクタの向きや位置を拡張スロットに合わせてから、力ードをスロットに押し込み 
まず。 



7 コネクタが完全に差し込まれるまで、カードを慎重に、しっかりと押してください。部品が援 
傷しないよラに、カード上の何もないところを押してください。力ードを前後や左右に動かし 
たり、無理に動かしたりしないでください。おおを感じたら、コネクタとスロットが壊れてい 
ないこと、障害物がないことを確認してから、カードをもう一度差し込みまず。 

8 カードを軽く引いて、カードが正しく接続されていることを確認してください。カードが正し 
く接続されているときは、カードは所定の位置にとどまります。また、金色のコネクタはほと 
んど見えません。 

9 PCI スライダを右に動かしてカードを固定します。 
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10 PCI ブラケットをブレースの内部に戻し、ねじを締めてカードを固定します。 

注意： カードを取り外す場合、そのカードが取り付けられていたスロットに別のカードを取り 
付けないのであれば、その空のスロットにポート-アクセス*カバーを取り付けて、異物が中 
に入らないようにしてください。スロットにカバーを取り付けないで放置した場合、換気が適 
切に行われないために内部が過熱して、装置がが障する可能性がありまず。 



注意： 部品を取り付けた後は、側面パネルを必ず元に戻してください 。 Mac Pro は側面パネル 
を取り付けないと正しく動作しません。 
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内部ノ くックアップ電池を取り誓える 

お使いの Mac Pro は 、 BR 2032リチウム電池を使用しまず。この電池は 、 Mac Pro の電源が切れ 
ているときに日時などの設定を保持ずるための内部バックアップ電池でず 。 Mac Pro の起動時に 
間欠的に障害が発生したり、日時の設定が変更されたりする場合は、電池を交換してください。 

重要： 使巧済み電池を廃棄する隙は、お住まいの地域の条令に従ってください。 

電池を交換ずるには： 

1 35ページが降の指示にがって 、 Mac Pro の匡体を開き、側面パネルを取り外しまず。 

2 電池へのアクセスの妨げになる PCI Express 力ードを取り外します。詳しくは、67ぺージの 
「PCI Express 力ードを追加する J を参照してください。 

3 収容部から古い電池を取り外しまず。 

警告： 取り付けかたを間違ったり、不適切なバッテリーを取り付けたりすると、バッテリーが 
破裂するおそれがありまず。必ず、工場出荷時に取り付けられていたものと同じ種類のバッテ 
リーカ、、工場出荷時に取り付けられていたバッテリーの製造元が出荷時のバッテリーと同等だ 
と認めて推磐している種類のバッテリーだけをお使いください。 
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4 プラス （+) 側を上にした状態で、新しい電池を収容部に挿入しまず。 



5 取り外した PG Express カードを元に戻します （67 ページを参照してください）。 
6 側面パネルを元に戻し、ラッチを押し下げてパネルを固定しまず。 
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問題とその解ミ夫方法 


www.apple.com/jD/support 


Mac ヘルプ 




MacP ので作業をしているときに問題が起きることがありまず。問題が起きたときは、この章を 
参照して、問題解決のヒントがあるかどうかを確認してください。問題への対赃方法についてさ 
らに詳しく知りたいときは、 「Mac ヘルプ」および Mac Pro のサービス&サポート Web サイト 
(www.apple.com/jp/support/macpro) も参照して く ださい。 

Mac Pro に関する問題が発生した場合は、通常、簡単でずぐに実行できる辑決方まがを在します。 
問題が起きたときは、その問題が起きる前にしていたことを書き留めるようにしてください。問 
題が起きる前にしていたことを書き留めておけぱ、問題の原因を特定し、必要な答えを見つける 
ときに役立つことがあります。が下のようなことを書き留めてください： 

• 問題が起きたときに使用していたアプリケーション。特定のアプリケーションにだけ問題が起 
きる場合は、そのアプリケーションがコンビュータにインスIルされている MacOS のバー 
ジョンと互換性がない可能性があります。 

• 最近インストールしたソフトウェア。 

• 新しく取り付けた八ードウェア（メモリ、グラフィックカードや PCI Express 力ード、八ード 
ディスクドライブなど）や接続した周辺機器 

Mac Pro の問題 

MacP のが反応しない場合、電源が入らない場合、ディスクが取り出せない場合、ステータスラ 
ンプが点滅ずる場合は、このセクションにある手順を試してみてください。 

コンピュータが反席しない、またはポインタが動かない場合 

まず、コネクタををいてから、接続し直して、マウスとキーボードが正しく接続されているか確 
認しまず。しっかりと接続されていることを確認してください。 
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次に、コンピュータが実行中の操作をキャンセルしまず。 

• コマンド（お）キーと Q キーを同時に押して、現在のアプリケーシヨンを終了しまず。 

• コマンド（お）キーとピリオドし）キーを同時に押します。ダイアログが表示されたら、 
「キャンセル J をクリックしまず。 

• アップル （<) メニュ ー> 「強制終了 J と選択し、終了したいアプリケーシヨンを選おしま 
ず。 Esc キー、 Option キー、コマンド（載）キーを同時に押して、強制終了することもでき 
まず。完全に問題がない状態にするために、アップル （ t ) メニュ ー> 「再起動」と選択し 
て 、 Mac P のを再起動します 。 Mac P ののシステムが終了ずるまでパワー(む）ボタンを5、 

6秒巧し続けて、再起動することもできまず。再度パワー ( C ；) ボタンを押して、 Mac ドのを 
起動しまず。 

• 特定のプ□グラムを使用したときだけ問題が起きる場合は、そのプログラムの製造元に連絡し 
て、お使いのコンピュータと互換性があるかどラかを確認してください。 

•頻繁にトラブルが起きる場合は、「ヘルプ」> 「 Mac ヘルスと選択して、「問題 J を検索して 
ください。 

コンピュータの電源が入らない、または起動しない場合 

• 電源コードが、コンピュータの電源入力部と使巧可能な電源コンセントに差し込まれているこ 
とを確認します。電源コードのプラグがコンピュータの電源ソケットに完全に差し込まれ、しっ 
かりと固定されている必要がありまず。 

-まだコンピュータが起動しない場合は、 PRAM をリセットしてみます。コンピュータを起動し 
てずぐに、コマンド （拱） キー、 Option キー、 P キ ー 、 R キーを同時に押して、2度目の起動 
音が鳴るまで押し続けまず。キーを放しまず。次の操作を実行して、コンピュータの起動ディ 
スクとして八ードディスクを設定します： 

1 アップル （<) メニュ ー> 「システム環境設定 J と選択しまず。 

2 「起動ディスク」をクリックします。 
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3 八ードディスクを選択しまず。 

PRAM はデフオルトの値にリセットされ、クロックの設定もリセットされる場合がありまず。 

• PRAM をリセットしてもコンピュータカ、‘起動しない場合は、 Option キーを押したままコン 
ピュータを再起動して、起動ディスクを選択しまず。 

• それでも起動しない場合は、 Shift キーを押したままコンピュータを再起動しまず。 

ディスクを取り出せない場合 

ディスク上のファイルが使巧中である可能性がありまず。開いているアプリケーシヨンを終了し 
てから、再び取り出し操作を巧ってください。 

この方法がうまくいかない場合は、アップル （«) メニュ ー> 「再起動 J と選択し、マウスボタ 
ンまたは Apple Keyboard のメディアイジェクト（句キーを押したままにしまず。 

この方法がラまくいかない場合： 

1 コンピュータをシステム終了して、側面パネルを取り外します（詳しくは、35ページを参照し 
てくださし、)。 

2 光学式ドライブキャリアを光学式ドライブベイから引き出しまず（詳しくは、62ページを参照 
してください）。 

3 光学式ドライブの前面にあるルさな巧に、まっすぐ伸ばしたペーバークリップをを意して差し 
化みまず。 

4 トレイを押して開き、ディスクを取り除いた後、トレイを押して閉めまず。 

5 光学式ドライブキャリアと側面パネルを元の位置に戻しまず（詳しくは、66ページを参照して 
ください）。 

ステータスランプが点滅し、コンピュータが起動しない場合 

• 最近メモリや PG 拡張カードなどの内部部品を取り付けた場合は、その部品が適切に取り付けら 
れていること、お使いのコンピュータと互換性があることを確認してください。取り付けた部 
品を取り外してコンピュータを起動できるか確認してください。 

• ステータスランプが点滅ずる場合は、点滅の回数を確認して問題を識別しまず： 
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-1巨短く点灯して、しばらく消灯ずる：有効なメモリがありません。 
- 3巨短く点灯して、しばらく消灯ずる：メモリが壊れていまず。 


ソフトウェアの問題 

アプリケーションが反応しない（この状態を「操作不能」または「フリーズ J といいまず）塌を、 
Mac OS X には、コンピュータを再起動せずにそのアプリケーションを終了ずる方法が用意され 
ていまず。操作不能になったアプリケーションを終了ずると、開いているほかのアプリケーショ 
ンでの作業を保存できる場合があります。 

アプリケーションを強制終了ずるには： 

1 コマンド（點）+ Option + Esc キーを押ずか、アップル （■) メニューから「強制終了 J を選択 
しまず。 

2 「アプリケーションの強制終了 J ダイアログで、終了したいアプリケーションの名前を選択し 
まず。 

3 「強制終了」をクリックします。 

問題のアプリケーションが終了します。ほかのアプリケーションはすべて開いたままになりまず。 

ソフトウェアプログラムに問題が起きる場合 

• 「ソフトウてア•アップデート J を使巧して、最新のドライバ、不具合の修正、その他の更新を 
行ってください。 

• アップルが外の製造元のソフトウェアで起きる問題については、そのソフトウェアの製造元に 
問いをわせてください。 

コンピュータを馈巧しているときや Mac OS X を操作しているときに問題が起きる場合 

• 「ヘルプ J メニューから 「 Mac ヘルプ J を開いて、操作手順とトラブルへの対処方法に関する情 
報を参照してください。 

-最新のトラブルシューティング情報やソフトウェア•アップデートについては、アップルのサ 
ポート Web サイト （ www . apple . com / jp / support ) を参照してください。 
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ソフトウェアを最新の状態に保つ 

インターネットに接続し、無料の最新ソフトウェアバージョン、ドライバ、およびその他の強化 
機能をアップルから自動的にダウンロードしてインストールできまず。 

インターネットに接続されている場合、「ソフトウェア•アップデート J 力、‘、お使いのコンピユー 
夕で利用できるアップデー トがあるかどうかを確認します。 お使いの Mac Pro が定期的にアップ 
デートを確認するよラに設定して、アップデートされたソフトウェアがある塌をはダウンロード 
してインス!-ールできまず。 

アップデートされたソフトウェアを確認ずるには： 

1 アップル （■) メニユ ー> 「ソフトウェア•アップデート」と選択します。 

2 画面に表示される指示に従って操作しまず。 

•詳しくは、 「 Mac ヘルプ」で「ソフトウェア•アップデート J を検索してください。 

• Mac OS X に関する最新情報は 、 Mac OS X の Web サイト （ www . apple . com / jp / macosx ) を参 
照してください。 


AirMac ワイヤレス通信の問題 

AirMac ワイヤレス通信に問題があるときは： 

• 「システムプロファイラ」を使って AirMac 力ードが Mac Pro に取り付けられていることを確認 
しまず。「システムプロファイラ J を起動ずるには、メニューバーからアップル （<) メ 
ニュー>「この Mac について J と選択し、「詳しい情報」をクリックしまず。「内容」リスト 
から「ネットワーク J を選択して、 「 AirMac 力ード」を選択します 。 Mac Pro に AirMac 力一 
ドがない場合は、 「情報が見つかりません」と表示されまず 。 Mac Pro に AirMac 力ードを取 
り付ける場合は、90ぺージを参照してください。 

• ベースステーシヨンに付属の説明に従って、ソフトウェアを正しく設定したことを確認しまず。 
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• 接続しようとしているコンピュータまたはネットワークが稼動していて、ワイヤレス•アクセ 
ス-ポイントを持っていることを確認します。 

• コンピュータやネットワークのアクセスポイントのアンテナの有効範囲巧にいることを確認し 
てください。電気製品や金属の建造物が近くにあると、ワイヤレス通信が妨げられ、通信範囲 
が狭くなる可能性があります。コンピュータの塌所を蜜えたり、向きを蜜えたりずると受信効 
率が上がることがあります。 

• 側面パネルが閉じていること （48 ページを参照してください）と PCI ポート*アクセス•カバー 
が取り付けられていること （71 ぺージを参照してください）を確認してください 。 Mac P のが 
適切に閉じていないときは、アンテナの感度が低下します。 

• AirMac の信号レベルを確認しまず。メニュー八‘一の AirMac ステータスアイコンに最大で4本の 
ラインが表示されまず。 

• 詳しくは、 「 AirMac ヘルプ J を参照してください。 「 AirMac ヘルプ j は、「ヘルプ j > 「 Mac へ 
ルプ」と選択し、そのメニューバーから「ライブラリ」> 「 AirMac ヘルプ」と選択すると表示 
できます。また、ワイヤレス装置に付属の説明書も参照してください。 

ディスプレイの問題 


注意： アップル製ディスプレイに問題が発生し、このマニュアルの記載事項によっても解決で 
きない場合は、アップル正規サービスプロバイダ、またはアップル製品取扳販売店に連絡して 
ください。自分自身でディスプレイを修理した場合、作業の結果として生じた故障に対して、 
製品保証は適巧されません。製品保証について詳しくは、アップル製品取扱販売店またはアツ 
プル正規サービスプロバイダに問い合わせてください。 
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画面に画像が表示されない場合 

• コンピュータの電源が入っていることを確認します。ディスプレイにパワーボタンがある場合 
は、入になっていることを確認しまず。 

• コンピュータとディスプレイにケーブルが正しく接続されていることを確認してください。 

• お使いのグラフィックカードに内部電源ケーブルがある場合、ケーブルがカードとロジック 
ボードに接続されていることを確認してください。 

• コンピュータカ《スリープ状態でないことを確認してください。コンピュータのスリープ状態を 
辭除できるかどラかを確認するために、パワーボタンまたは任意のキーを押しまず。 

• ディスプレイの輝度とコントラストが適切に設定されていることを確認してください 。 Apple 
Keyboard の輝度キーを使用します。ディスプレイによっては、モニタ前面、下部、または側 
面に輝度とコントラストの調節機能が付いているものもありまず。 

- 2度目の起動音が鳴るまで、コマンド（蘇）キ ー、 Option キー、 P キー、 R キーを押し続けてコ 
ンピュータを再起動して、 PRAM をリセットしまず。次に、お使いのコンピュータに付属のソ 
フト ウェア. インストール.ディスクを使って起動します。 

画面の画像がかすんだり、ちらついたりする場合 

• ディスプしイの輝度とコントラストを調節してください 。 Apple Keyboard の輝度キーを使巧 
しまず。ディスプレイによっては、モニタ前面または下部に輝度とコントラストの調節機能が 
付いているものもあります。または、「システム環境設定」の「ディスプしイ」バネルを使って 
輝度やコントラストを調節しまず。 

• アップル（«1) メニュ ー> 「システム環境設定」と選択して、ディスプレイを補正します。 
「ディスプレイ」をクリックし、「カラ ー J を選択して、「補正 J をクリックしまず。色とディス 
プしイの詳細については、 「 Mac ヘルプ」を参照してください。 
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• ちらつきは、近くの送電線、堂光灯、または電気製品（ラジオ、電子しンジ、その他のコン 
ピュータなど）からの干渉によって発生する場合がありまず。近くの電気製品、あるいはコン 
ピュータとディスプレイを移動してみてください。 

画面に色が表示されない、または色が正しく表示されない場合 

• ディスプレイがコンピュータにしっかりと接続されていることを確認してください。 

• 「システム環境設定」の「ディスプしイ J パネルを開いて、ディスプレイが約167日巧色を表示 
するように設定されていることを確認しまず。色とディスプレイの詳細については、 「 Mac へ 
ルプ」を参照してください。 

• ディスプレイを補正しまず。詳しくは、82ページを参照してください。 

画面お像度を変更後、デスクトップのアイコンが移動してしまった場合 

画面解撒度の変更は、画面の情報表示に影響しまず。画面爵像度を変更ずると、オペレーティン 
グシステムはアイコンを配置し直します。 


画面が動かなくなった場合 

• 操作不能になったアプリケーションを強制終了します。コマンドキーと Option キーを押したま 
ま Esc キーを押しまず。それから、リストからそのアプリケーションを選択して「強制終了」 
をクリックしてください。 

• 上記の方法がうまくいかないときは 、 Mac Pro の電源力、‘切れるまでパワ ー(&) ボタンを5〜6 
秒間押し続け、コンピュータを強制的に再起動します。再度パワ ー( む）ボタンを押して 、 Mac 
Pro を起動しまず。 
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ディスプレイ前面のランプが点滅している場合 

アップル製フラットパネルディスプしイには、エラーが検知された場合、電源ランプが短い点滅 
を繰り返すものがありまず。 

• 3回短い点滅が繰り返される場合は、ディスプレイが誤った映傲信号形式の入力を検出してい 
まず。お使いのディスプレイにグラフィックカードとの互換性があるかどう力、確認してくださ 
し、。また、ディスプレイにインス!ルソフトウェアが付属していた場合は、ディスプレイの 
正しいソフトウェアをインス!ルしたかどうか確認してください。 

• 2巨短い点滅と1回長い点滅が繰り返される塌合は、ディスプレイがバックライトランプの問題 
を検出していまず。アップル製品取扱販売店またはアップル正規サービスプロバイダに問い合 
わせてください。 

インターネット接続の問題 

インターネット接続に問題があるときは、「ネットワーク診断」を始めとする、このセクション 
内に記載されている手順を試してください。 

■■ネットワーク診断 J を使用ずるには： 

1 アップル （■) メニュ ー> 「システム環境設定 J と選択しまず。 

2 「ネットワーク」をクリックしてから、ぺージの下部にある「アシスタント」をクリックし 
ます。 

3 「診断」をクリックして、「ネットワーク診断」を開きまず。 

4 画面に表示される指示に従って操作しまず。 

ネットワーク診断で問題を辭決できない塌合は、接続しようとしている ISP 、 ISP に接続ずるため 
に使用している外部装置、またはアクセスを試みているサーバに問題がある可能性がありまず。 
が下のセクションにある手順も試してみてください。 
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ケーブルモデム、 DSL モデム、 LAN でのインターネット接続 

モデムの電源コード、モデムとコンピュータの接続コード、モデムとモジュラージャックの接続 
コードなどのすベてのモデムケーブルがしっかり差し込まれていることを確認します 。 Ethernet 
八ブやルーターへのケーブルと電源を確認します。 

モデムの電源を切ってから再投入し、モデム A — ドウエアをリセットしまず。 

DSL モデムまたはケーブルモデムの電源を数分間切ってから、電源を再投入します。 ISP の中に 
は、モデムの電源コードを抜くことを観めるところもあります。モデムにリセットボタンがつ 
いている場合は、いったん電源を切って再投入する前か後でリセットボタンを押ずことができ 
ます。 


PPPoE 接続 

PPPoE を使ってインターネット•サービス•プロバイダに接続できない塌合は、「ネットワーク」 
環境設定に正しい情報が設定されているか確認してください。 

PPPoE 設定を入力ずるには： 

1 アップル （<) メニュ ー >「システム環境設定 J と選択しまず。 

2 「ネットワーク」をクリックします。 

3 ネットワーク接続サービスリストの下部にある「追加 J (+) をクリックして、「インターフェ 
イス」ポップアップメニューから 「 PPPoE 」 を選択します。 

4 「 Ethernet 」 ポップアップメニューから、 PPPoE サービスのインターフェイスを選択しまず。 
有線ネットワークに接続ずる場合は 「 Ethernetj を選択し、ワイヤレスネットワークに接続ずる 
場をは 「 AirMac 」 を選択します。 

5 アカウント名、パスワード、 PPPoE サービス名けービスプロバイダが要求している場合）な 
ど、サービスプロバイダから受け取った情報を入力します。 

6 「適用」をクリックして、設定を有効にします。 
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ネットワーク接続 

Ethernet ケーブルがお使いのコンピュータおよびネットワークに接続されていることを確認し 
てください。 Ethernet 八ブやルーターへのケーブルと電源を確認しまず。 

2台 L 乂上のコンピュータでインターネット接続を共有する場合は、ネットワークが正しく設定さ 
れていることを確認してください。 ISP が1つの IP アドレスのみを提供している力、、各コンピュー 
夕に 1 つずつ複数の IP アドレスを提供しているかを、知っておく必要がありまず。 

1つの IP アドレスのみを使用ずる塌をは、接続を共有できるルーター、すなわちネットワークア 
ドレス変換 ( NAT ) または 「 IP マスカしード J が可能なルーターを用意する必要があります。設 
定情報については、ルーターに付属のマニュアルを確認するか、ネットワークの設定担当者に確 
認してください。 AirMac ベースステーシヨンを使って、1つの IP アドレスを複数のコンピュー 
夕 で共有することができまず。 

AirMac ベースステーシヨンの使用方法について詳しくは、 「 Mac ヘルプ」で 「 AirMac 」 を検索 
する力 、、 AirMac のサポート Web サイト （ wwvv . apple . com / jp / support / airmac ) を参照してく 
ださい。 

上記の手順で問題が解決しない場合は、 ISP またはネットワーク管理者に問い合わせてください。 
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「Apple Hardware Test」 を使用する 

Mac Pro の八ードウエアに問題があると思われる場合は 、 「Apple Hardware Test 」 アプリケー 
シヨンを使用して、メモリやプロセッサなど、コンピュータのコンポーネントに問題がないかを 
検証することができます。 


Apple Hardware Test を使用ずるには： 

1 キーボードとマウスが外のすべての外部装置を Mac Pro から取り外しまず。 Ethernet ケーブルが 
接続されている場をは、そのケーブルを取り外します。 

2 D キーを押したまま 、 Mac P のを再起動します。 

3 rApple Hardware Test j の選択画面が表示されたら、使巧したい言語を選択しまず。 

4 Return キーを押すか、右矢印ボタンをクリックします。 

5 rApple Hardware Test j のメイン画面が表示されたら（約45秒後)、画面に表示される指示に 
がって操作しまず。 

6 rApple Hardware Test j によって問題が検出された場合は、エラーコードが表示されます。サ 
ポートを要請する前に、エラーコードをメモしてください 。 「Apple Hardware Test J によって 
八ードウェアの障害が検出されない塌を、問題はソフトウェアに関係している可能性があり 
まず。 

この手順でうまくいかない場合は 、 Mac Pro に付属の 「Applications Install DVD 」 を挿入して 
■"Apple Hardware Test J を使用ずることもできまず。詳しくは 、 「Applications Install DVDj に 
ある 「Apple Hardware Test について J を参照してください。 
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Mac Pro に付属のソフトウェアを再インストールする 

Mac OS X とお使いのコンピュータに付属のアプリケーションをインストールし直すには 、 Mac 
Pro に付属のソフトウェア•インストール-ディスクを使巧しまず。「アーカイブしてからインス 
トール J を還択した場合は、既巧のファイルと設定が保をされまず。「消去してからインストー 
ル J を選択した場合は、ずべてのデータが消去されまず。 

重要： アップルでは、ソフトウェアを復元ずる前に、八ードディスクのデータをバックアップし 
ておくことをお勧めしまず。「消去してからインス!ル」オプションは八ードディスクを消去 
するので、重要なファイルは Mac OSX やその他のアプリケーションをインストールずる前に 
バックアップしておいてください。いかなるデータの消失につきましても、アップルは一切の責 
任を負いません。 

Mac OSX をインス!ルずる 

Mac OSX をインス!-ールするには： 

1 重要なファイルをバックアップしまず。 

2 お使いのコンピュータに付属の 「Mac 0 S X Ins ね II DVD 」 を挿入しまず。 

3 「Install Mac OSX 」 をダブルクリックしまず。 

4 画面に表示される指示に従って操作しまず。 

参考：コンピュータ上の Mac OSX を工場出荷時の設定に復元するには、「インス!ラ J の「イ 
ンストール先を選択 J パネルで「オプション」ボタンをクリックして、「消去してからインストー 
ル J を選びます。「消去してからインストール」を選んだ場合は、お使いのコンピュータにバン 
ドルされているアプリケーションを再インス!ルずるために 「Applications Ins ね II DVDj を 
使用することを求めるメッセージが表示されます。 

5 インストールが完了したら、「再起動」をクリックしてコンピュータを再起動します。 

6 「設定アシスタント」の指示に従ってユーザアカウントを設定します。 
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アプリケーションをインス!ルずる 

Mac OS X をコンピュータに再インストールずるときに「消去してからインストール J オプショ 
ンを選択した場合は、 iLife アプリケーションなど、コンピュータに付属のアプリケーションを再 
インストールする必要があります。 

コンピュータに付属のアプリケーションをインス!ルずるには： 

1 重要なファイルをバックアップしまず。 

2 コンピュータに付属の 「Applications Install DVDj を挿入しまず。 

3 「Install Bundled Softwarej をダブルクリックします。 

4 画面に表示される指示に従って操作しまず。 

5 インストールが完了したら、「閉じる」をクリックします。 

Ethernet の性能を最大にする 

お使いのコンピュータは、接続する Ethernet ポートが才ートネゴシエーションに設定されてい 
る場合に、最大の性能が得られまず。オートネゴシエーションの設定については、ネットワーク 
管理者にお問い合わせください。 

重要： ネットワークの接続に問題が発生した場合、可能な場合は、ネットワークスイッチがオー 
トネゴシエーションに設定されていることを確認してください。スイッチのポートがオートネゴ 
シエーション対応でない場合は、適切な転送速度が自動検出され、デフォルトの半二重方式に設 
定されます。このとき、リンクのもう一方の終端にあるスイッチのポートが全二重方式モードに 
設定されている場合、そのリンクにおいて多数の遅延イベントが発生する可能性があります。 
ネットワークスイッチを才ートネゴシエーションに設定できない場合は、スイッチのポートを半 
二重方式に設定してください。詳しくは、 Ethernet スイッチに付属するマニュアルを参照してく 
ださい。 
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参考： お使いのコンピュータを、設定可能な Ethernet スイッチに直接接続ずる塌合、使巧する 
ポートのスパ ニン グツリープロトコルを無効に設定するように、ネットワーク管理者に依頼して 
ください。スパ ニン グツリーを無効に設定しないと、お使いのコンピュータが、同じネットワー 
ク上にある別の コン ピュ ータの AppleTalk アドレスを複製してしまう場合があるため、両方の 
ネットワーク接続のを定性が失われる可能性がありまず。 


サービスとサポートについて 

お使いの Mac Pro にサービスが必要な場合、アップル正規サービスプロバイダに持ち込むか、 
サービスについてアップルに問い合わせてください。オンラインの情報源、オンスクリーンヘル 
プ、「システムプロファイラ J 、 または 「Apple Hardware Test 」 力、ら、 Mac Pro についてのより 
多くの情報を得ることができまず。 

Mac Pro と一緒に AirMac ワイヤレステクノロジーを購入しなかった場合は、アップル正規サー 
ビスプロバイダまたは Apple Store に問い合わせて、 購入して取り付けてください。 

オンラインの情報源 

サービスとサポートについてのオンラインの情報は、 www . apple . com / jp/suppo けを参照してく 
ださい。 AppleCare Knowledge Base を検索したり、ソフトウエア-アップデートを確認した 
り、アップルのディスカッションボードを利巧したりできます。 

オンスクリーンペルプ 

多くの場を、疑問に対する回答や、操作手順とトラブルへの対処方法に関する情報は、 「 Mac へ 
ルプ」で見つけることができます。「ヘルプ J > 「 Mac ヘルスと選択します。 


第4章 問題とその锅決方法 


システムプロファイラ 

お使いのコンピュータに関する情報を得るには、「システムプロファイラ J を使用しまず。「シス 
テムプロファイラ」には、どんな八ードウェアが取り付けられているか、どんなソフトウェアが 
インストールされているか、シリアル番号とオペレーテイングシステムのパージョン、メモリ搭 
載量などが表示されまず。「システムプロファイラ」を起動するには、メニューパーからアップ 
ル （ t ) メニュ ー> 「この Mac について J と選択し、「詳しい情報」をクリックします。 

Apple Hardware Test 

■"Apple Hardware Test J を使用ずると 、 Mac Pro の八ードウェア上の問題を診断できまず。詳し 
くは、87ぺージの 「「Apple Hardware Test 」 を使巧する j を参照してください。 

AppleCare のサービスとサポート 

お使いの MacP のには、90日間の技術サポート、および Apple Store 直営店やアップル正規修 
理センター(アップル正規サービスプロバイダ （ AASP ) など）での1年間の八ードウェア修理 
保証が付属しています 。 AppleCare Protection Plan を購入すると、保証期間を延長できまず。詳 
しくは、 www . apple . com / jp / support / products を参照するか、次の表にあるお住まいの国の 
Web サイトを参照してください。 

ま援が必要な場合は、アプリケーションのインストールと起動や基本的なトラブルシューテイン 
グについて、 AppleCare 電話サポートスタッフがご案内しまず。近くのサポートセンターに電話 
してください（最初の90日間は無償)。電話をかける際に、購入日とお使いの Mac Pro のシリ 
アルを号を用意してください。 
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参考： 90 日間の無償電話サポートは、購入日から始まります。通話料金が必要になる場合があり 
まず。 


1国 

電話番号 

Web サイト 1 

米国 

1-800-275-2273 

www.apple.com/support 

日本 

0に 0-27753-5 

www.apple.com/jp/supDort 


電話番号は蜜要される場合がありまず。国内および国外の通話料金が必要になる場合がありま 
す。詳しいリストについては、次の Web サイトを参照してください： 


www.apple.com/jp/contact/phone_contacts.html 


シリアル香号を確認する 

Mac Pro のシリアルを号は、が下のいずれかの方法で確認します： 

• メニューバーからアップル （ t ) メニューを選択して、「この Mac について」を選択します。 
「 MacOSXj の下に表示されているバージョン番号をクリックずると 、 Mac 0 SX 八’ージョン 
を号、ビルドバージョン、シリアル番号の順に表示力て切り替わりまず。 

• 「システムプロファイラ」を開き （7 アプリケーション/ユーテイリテイ/」にあります）、「八一 
ドウエア」をクリックします。 

• 構成ラベルを確認します （Mac P の背面のビデオポートの近くにあります）。 
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仕様について 


www.apDle.com/ip/macpro 


Mac ヘルプ じみんレム：な 




このセクションでは 、 Mac Pro の技術仕様を示しまず。 


仕様 

取り付けられているメモリの容量、八ードディスクのサイズ、接続されている装置、製品のシリ 
アル番号など、 Mac Pro についての詳しい情報を確認ずるときは、「システムプロファイラ j を 
使巧します。「システムプロファイラ」を起動ずるには、メニューバーからアップル （<) メ 
ニュー>「この Mac について J と選択し、「詳しい情報」をクリックします。 

プロセッサおよびメモリの仕様 

プロセッサ 

• ク アッ ドコア Intel Xeon シリーズプロセッサ1基または2基 
• 各プロセッサに 8 MB (メガバイト）の共有3次キャッシュ 

RAM (Random-Access Memory) 

■ UDIMM (Unbuffered Dual Inline Memory Module) 方式 

• PC3-8500、 1066 MHz、DDRS SDRAM UDIMM 

• DIMM スロット 

•8 基の スロット （ 8 コア Mac Pro の場合） 

•4 基の スロット （ク アッ ド コア Mac Pro の場合） 

• エラー訂正コード (ECC) 

• 72ビッ ト 幅、240ピンの ECC モジュール 

• ECC UDIMM 単位で最大 36 に 

• JEDEC 仕様に適をしている必要がありまず （39 ぺージを参照） 

• パリテイなし 
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グラフィックカード 

デュアルリンク DVI (Digital Visual Interface ) コネクタと Mini DisplayPo けコネクタを備えた 
PCI Express 2.0 グラフイツクカード。 


画像表示モード 

お使いのデイスプしイの技術仕様： 

• アップル製ディスプレイの場合： www . apple . com / jp / displays を参照してください 
• アップル製)^(外のディスプしイの場合： www . apple . com / jp / guide を参照してください 

記憶装置 

• 4基の独立した 3 Gb/s (ギガビット/秒）シリアル ATA ( SATA )、 ケーブル不要、直接接続 3.5 イ 
ンチ八ード-ドライブ-ベイ 

• タイプ ： SATA 3 Gb/s (ギガビット/秒） 

•幅：102 mm (3.9 インチ） 

• 奥巧き：147 mm (5.7 インチ） 

-高さ： 25.4 mm り.0インチ） 

• 4基の内部八ード*ドライブ-キャリア 
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PCI Express 拡張 

• 4 基のフルサイズ PCI Express 拡張スロット（スロット1にはグラフィックカードが装着済み 
でず） 

-スロット1および2は、16レーンの PCI Express 2.0 スロット 
-スロット3および4は、4レーンの PCI Express 2.0 スロット 

• 4基のスロットはずべて、16レーンの力ードに対応可能 

• PCI Express スロットずベての合計最大消費電力は300 W (ワット） 

SuperDrive { DVD±R DL / DVD ± RW / CD - RW ) の仕様 

• 使巧可能なディスクの直径：口 cm および8 cm 

データお式 

• CD-ROM 

• CD-Audio 

• CD-R 

• CD-RW 

• CD-I 

• CD-I Bridge 

• CD Extended 
•CD Mixed Mode 

• Photo CD 

• Video CD 

• Enhanced CD 

• DVD-Video 
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• DVD±R 

• DVD+RW 

• DVD+R DL 


USB の仕様 

• USB (Universal Serial Bus ) 2.0 および 1.1 をサポート 

• 7 基の USB Type A ポート 

• 前面に 2 基の USB 2.0 ポート 
• 背面に3基の USB 2.0 ポート 
• Apple Keyboard に2基の USB 2.0 ポート 

• 各 USB ポート（前面と背面）は、独立した480 Mbit/s (メガビット/秒）の USB チャネル 
• 供給できる電力の上限は50日 mA (ミリアンペア)。合計では、背面 1.5 A 、 前面 1.0 A 

FireWire の仕様 

• 4基の FireWire ポート：前面と背面にそれぞれ2基の FireWire 800ポート （9 ピン） 

• データ転送速度：100、200、400、および800 Mbit/s (メガビット/砂） 

電源 

• 出力電圧：約に V 

-出力電力：各ポートロ W 、 4ポート合計28 W まで 
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Ethernet の仕様 

• IEEE 802.3規格に準拠 

•ケーブルの長さ（最長）：100 メートル （328 フイート） 

• プ□トコル： Open Transport 、 AppleShare 、 AppleTalk、NetWare for Macintosh 、 TCP/IP 
• コネクタ： RJ -4 日 （ lOBase - T 、100 Base - TX 、 1000 Base-T に対応） 

• 接続媒体 （ lOBase - T ) :2対4あの UTP (カテゴリ3またはそれが上)、最長100 m 
• 接続媒体 （100 Base - TX ) : 2対4おの UTP (カテゴリ 5 e )、 最長100 m 
• 接続媒体 （ lOOOBas た T ) :4対8あ;の UTP (カテゴリ 5 e )、 最長100 m 
• チャネル速度： IEEE が規定した 10 Base - T 、 100 Base - TX 、および1000 Base - T の自動速度判別規 
格に準拠 


Bluetooth 2.1 +EDR の仕様 

-ワイヤレスデータ通信速度：最大3 Mbit/s (メガビット/秒） 

• 通信可能範囲：最大 10 m 口 3フィート）（データ速度は環境状況によって変化ずる場合があり 
まず） 

• 周波数帯： 2.4 GHz (ギガへルツ） 

AirMac Extreme の仕様（オプション装備品） 

• 周波数帯： 2.4 および5 GHz (ギガへルツ） 

-無線出力： 20 dBm (公称値） 


置換性 

• 802.11 a / b / a/n 
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光デジタルオーディオの仕様 

• データ巧き式： S/PDIF ( Sony/Phillips Digital Interface ) プロトコル （ lEC 60958 -3) 

• コネクタのタイプ： TOSLINK 光 （ IEC 60874 -17) 

• サンプルビット数：16ビット、20ビット、または24ビット 

光デジタルオーディオ出力 

通常時の再生は 1 kHz、OdBFS 24ビットの正弦波、 44.1 kHz の出カサンプリングレート、ただ 
しが下の指定がある場合を除く。 

• 出カサンプリングしート：44.1 kHz 、 48 kHz . または96 kHz 

• S / N 比：13日 dB が上 

• 全高調波歪み率+ ノイブ： -130 dB め.00003%)未満 

光デジタルオーディオ入力 

通常時の再生は 1 kHz 、 日 dBFS 24 ビットの圧弦波、ただしが下の指定がある場合を除く。 

• 入カサンプリングしート：44.1 kHz 、 48 kHz . または96 kHz 

• S/N 比：130 dB が上 

• 全高調波歪み率+ ノイブ：-130 dB の.00003%)末満 

アナログオーディオの仕様 

• サンプリングしート：44.1 kHz . 48 kHz . または96 kHz 
• ジャックのタイプ： 3.5 mm (1/8 インチ）ミニ 
• サンプルビット数：16ビット、20ビット、または24ビット 
• 周波数応答： 20 Hz 〜20 kHz 、+0.5 dB /-3 dB 
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ヘッドフォンジャックを懂巧したアナログオーディオ出力（標準値） 

通常時の再生は 1 kHz 、-3 dBFS 24ビットの正弦波、 44.1 kHz の出カサンプリングレート 
(150 Q へ)、ただしが下の指定がある場合を除く。 

• 出力電圧： 1.3 ボルト （ Vrms ) (+4.5 dBu ) 

• 出カインピーダンス： 55 Q (才ーム） 

• 出力電力： 32 Q (才ーム）で53 mW (ミリワット） 

• S / N 比： 90 dB が上 

• 全高調波歪み率+ ノイブ： -7 日 dB (0.03%)未満 
• チャンネルセパレーシヨン： 50 dBL 乂上 

アナログオーディオライン入力（標準値） 

通常時の再生は1 kHz 、-3 dBFS 24ビットの正弦波、 44.1 kHz の出カサンプリングレート、ただ 
しが下の指定がある場合を除く。 

• 最大入力電圧： 2 Vrms (+8.2 dBu ) 

• 入カインピーダンス：17 kO (キロオーム）が上 

• S / N 比： 90 dB が上 

• 全高調波歪み率+ ノイブ： -85 dB (0.006%)未満 
• チャンネルセパレーシヨン： 85 dB が上 
アナログオーディオライン出力（標準値） 

通常時の再生は 1 kHz 、-3 dBFS 24ビットの正弦波、 44.1 kHz の出カサンプリングレート 
(100 kQ へ)、ただしが下の指定がある場合を除く。 

• 出力電圧： 2 Vrms (+8.2 dBu ) 

• 出カインピーダンス： 33 Q (才ーム） 
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• S/N 比： 90 dB が上 

• 全高調波歪み率+ ノイブ： -85 dB (0.006%)未滿 
• チャンネルセパレーシヨン： 85 dBL 乂上 

ヘッドフォンジャックを淀巧した外部マイク入力（標準値） 

通常時の再生は1 kHz . 28 mVrms の正弦波、 44.1 kHz の入カサンプリングレート、24ビットの 
サンプリング、ただしが下の指定がある塌をを除く。 

• 最大入力電圧： 39 mVrms (-26 dBu ) 

• 入カインピーダンス：1 kn (キロオーム）が上 

• S/N 比： 60 dB が上 

• 全高調波歪み率+ ノイブ： -60 dB (0.1%)ホ満 
• 周波数応答：10日 Hz 〜 8.2 kHz 、+0.5 dB /-3 dB 

電源ユニット 
AC ライン入力 

• 電圧幅：100〜240 VAC (交流電圧） 

• 電流：最大口 A (お電圧幅）または6 A (高電圧幅） 

• 周波数： 50〜60 Hz 禅旧） 

} 広張力ードおよび周辺装置の電力要件 

拡張カード 

PCI Express スロット4基の合計最大消費電力は300 W (ワット）でず。 

USB 装置 

コンピュータの各内蔵 USB ポートには、 500 mA が割り当てられます。 
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FireWire 装置 

FireWire ポートには、合計で最大28 W まで供給できまず。 

システム時計とバッテリー 

CMOS カスタム回路（ロングライフバッテリーにて給電）を装備しています。 

電池 

3 V の BR 2032 コインセル型リチウム電池を使用しまず （72 ぺージの「内部バックアップ電池を 
取り替える J を参照)。 

外形寸法および動作環境 

かお寸法 

-重量： 18.1 kg (39.9 ポンド） 

重量は構成によって異なります。上記の重量は基本構成の塌をでず。オプションの装置を取り 
付けると、この重量より重くなる場合があります。 

• 高さ：引.1 cm (20.1 インチ） 

•幅： 20.6 cm 设 .1 インチ） 

• 奥巧き: 47.5 cm (18.7 インチ） 

動作環境 

• 動作時温度：10°〜35° C (50° 〜95° F ) 

• 保管時温度： -40° 〜47° [ (-40° 〜116° F ) 

•相対湿度： 5 〇/〇〜95% (結露しないこと） 

• 最大高度： 3048 メートル （10,000 フイート） 
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重要な情報 


www.apDle.com/ip/environment 




この章では、安全な使用手順、日常的な保守、および Mac P のとディスプレイを使用する隙の作 
業環境について、重要な情報を説明しまず。 

安全のため、および装置の保全のため、 MacPro を扱ったり清掃したりずるときは、が下のルー 
ルに従ってください。 これらの指示は、他のユーザを含めてずぐに参照できるようにしておいて 
ください。 


注意： コンピュータを正しく保管または使用しない場合は、製造元の保証が受けられないこと 
があります。 


安全性に関する重要な情報 


蓄告： が下の安全性に関ずる指示に従わないと、火災、感電、その他の損傷や損害を招くおそ 
れがありまず。 


Mac Pro の電源を完全に切るには、主電源から電源ケーブルをあいてください。ディスプレイを 
完全に切るには、コンピュータまたはコンセントから電源ケーブルを巧いてください。必要な場 
合にコンピュータやディスプレイの電源プラグを抜くことができるよラに、かなくともケーブル 
のどちらかの一端を手の届く範囲に設置してください。 

次の安全上のミ主意事項は常に守ってください。 

コンピュータやディスプレイから（コードではなくプラグを持って）電源プラグを抜き、 L 乂下の 
条件のいずれかがあてはまる場合はモデムコードもあいてください： 

• 電源コードやプラグがすり切れているときや壊れているとき 
• 本体内部に液体が流れ込んだとき 

• コンピュータまたはディスプレイが雨にあたったときや、過度の湿気にさらされたとき 
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• コンピュータまたはディスプレイを落としたときや、本体の外面が破損したとき 
• コンピュータやディスプレイの保守サービスや修理が必要だと思われるとき 
• コンピュータやディスプレイ本体または画面を清掃するとき 
コンピュータを長期間保管しておく塌をは、バッテリーを取り外してください。 

サービスまたは保証に関ずる質問については、アップル正規サービスプロバイダまたはアップル 
に問い合わせてください。90ぺージの「サービスとサポートについて」を参照してください。 

一般的な保守 

コンピュータやディスプしイをきれいな布で拭くだけでなく、さらにていねいに清掃する場合 
は、が下の手順に従ってください： 

1 コンピュータとディスプレイの電源を切りまず。 

2 コンピュータの電源ケーブルをコンセントや電源タップからおきまず。ディスプレイがコンセ 
ントに接続されている場合は、同様にケーブルを抜きます。 

3 ディスプしイのケーブルをコンピュータから抜きます。 

4 ディスプしイのスクリーンは、柔らかくけば立たない紙か、イ氏刺激性の石驗と水で湿らせた布 
でが:いてください。 

蓄告： ディスプレイのスクリーンに液体を直接スプレーしないでください。液体がディスプし 
イ内部に入り化み、感電の原因になる可能性がありまず。 
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5 コンピュータやディスプレイ本体の表面は、きれいな柔らかい布を水で湿らせて軽く拭いてく 
ださい。 

注意： アルコール、スプレー式の液体クリーナー、溶剤、研磨剤は本体表面を傷つける可能性 
があるので使巧しないでください。 


光学式ドライブを保護ずる 

光を式ドライブを正しく機能させるには： 

• ドライブのトレイを開いたとき何かにぶつかったりしないよラにコンピュータを設置してくだ 
さい。 

• 使用しないときにはドライブを閉じてください。 

• ドライブのトレイが開いているときには、トレイに何も置かないでください。 

• 光学式ドライブのレンズを指で触らないでください。ペーパータオルなどの表面が粗いもので 
しンズを拭かないでください。しンズを清掃する場合は、アップル製品取扱販売店でレンズク 
リーナーをお求めください。 

• コンピュータは湿気のある場所のそばに置かないでください。 

光学式ディスクドライブの レー ザ ーにつ いて 

安全のため、光学式ドライブの修理はアップル正規サービスプロバイダだけに依頼してくだ 
さい。 

蓄告： お使いの磯器のマニュアルに記載されているが外の方法で調整したり手順を実行したり 
すると、有害な放射線を被ばくする可能性があります。コンピュータの光学式ディスクドライ 
ブで使用されるレーザーは、通常の使用では安全ですが、分解した塌合には目に有害な影響を 
及ぼす可能性があります。 
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ディスプレイの保守 

ディスプレイを保守して寿命を延ばずには： 

• ディスプレイのスクリーン表面を押さないでください。 

• スクリーンの上に何か書いたり、とがったものでスクリーンを触らないでください。 

• コンピュータを1曰が上使用しない場をは、コンピュータの電源を切ってください。ディスプ 
レイにパワーボタンがある場合は、ディスプレイの電源も切ってください。省エネルギーを使 
巧することちできまず。 

Apple Mouse を清掃ずる 

スクロールボールの周りにたまったほこりやちりを取り除くために、マウスをときどき清掃ずる 
ことをお勧めしまず。マウスを裏返してから、糸くずの出ないきれいで柔らかい布でスクロール 
ボールを強く回転させて、スクロールを妨げている粒子を取り除きます。 

人間工学について 

ここでは、健康的な環境で作業を巧うためのヒントを示します。 

キー ボード 

キーボードを使うときは肩に力を入れずぎないようにしてください。また、ひじは直角に曲げ、 
ひじから先がほぼ一直線になるよラにしましよラ。 

頻繁に手の位置を変えると、疲労を防止できます。休みなしで集中して作業ずると、手や手首、 
腕などの不快感が増ず可能性があります。手や手首、腕などの痛みや不快感が慢性的になってき 
たら、専門医に相談しましよラ。 
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マウス 

マウスはキーボードと同じ高さに置き、無理なく届く範囲にあるようにしまず。 

ィス 

イスは、調節機構付きで、快適で安定感のあるものが理想的でず。イスの高さは、座ったときに 
太ももがほぼ水平になるように調節しましょう。このとき、足の裏全体が床に着くようにしてく 
ださい。イスは、背もたれが腰の部分をまえるように調節しましょう。使っているイスの説明書 
などを参照して、背もたれを自分の身体に合わせて調節してください。 

キーボードを操作するときにひじを直角に保つために、イスの高さの調節が必要になることがあ 
ります。イスを高くしたことで、足の裏全体が床に着かなくなったときは、足を台のようなもの 
に載せてください。机の高さを調節できる場合は、足を台に載せる代わりに、机をおくしてもか 
まいません。また、机よりもやや低い位置にキーボード専用の台が付いている机を利用する方法 
もあります。 

ディスプレイ 

ディスプしイは、キーボードの前に座ったときに画面の上端が目の高さかそれよりもやや低くな 
るように設置しましよう。目から画面までの距離は各自で決めてかまいませんが、45〜 70 cm 程 
度の間隔を取るのが一般的なようでず。 
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ディスプレイは、画面に窓の明かりや照明などが反射しないような場所に設置しましよラ。ディ 
スプしイ用のスタンドに傾斜調節機能が付いていれば、それを利用ずるのもよいでしよラ。ディ 
スプレイ用のスタンドを利用ずれば、ディスプレイを表示に最適な角度に設置して、動かすこと 
のできない光源から出るまぶしい光を避けることができまず。 



画面の上端が目の高さと 
同じかやや下になるよラに 
(必要に庇じて、机の局さ 
を調節しましよう） 


画面に照明などが反射しない 
よラに設置しましよラ 


机の下はゆとりをもたせる 


足の裏全体が床または 
台につくように 


www . apple . com / jp / about/erqonomics 
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聴覚が損なわれないよラにずる 


警告： イヤフォンやへッドフォンを大きな音で使巧ずると、聴覚に障害が生じる場合がありま 
す。大音量で聞いていると耳が慣れて普通に聞こえるよラになりまずが、聰覚を損なう危険が 
ありまず。耳鳴りがしたり声がこもって聴こえたりする場合は、使巧を中止し、聴覚の検査を 
受けてください。音量が大きいほど、聰覚への影響が早く現れます。専門家は、聴覚を保護す 
るために次のことを推巽していまず： 

• イヤフォンやへッドフォンを大音量で使用する時間を制限ずる 
• 周囲の騒音を遮断するために音量を上げるのを避ける 
• 人の話し声が聞こえない場合は音量を下げる 


環境向上への取り組み 

Apple Inc . は、自社の活動と製品力、‘環境に及ぼす影響を最小限に抑える責任があることを認識し 
ていまず。 

より多くの情報が、次の Web サイトにあります： 


www . apple . com / jp/environment 


110 第6章 重要な情報 



法規制の順守に関する情報 


Compliance Statement 

This device complies with part 15 of the FCC rules. 
Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and 

(2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired 
operation. See instructions if interference to radio or 
television reception is suspected. 

L'utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux 
conditions suivantes:(1)il ne doit pas produire de 
brouillage et (2) I'utilisateur du dispositif doit etre pret a 
accepter tout brouillage radio ろ lectrique re^u, m さ me si 
ce brouillage est susceptible de compromettre le 
fonctionnement du dispositif. 

Radio and Television Interference 
This computer equipment generates, uses, and can 
radiate radio-frequency energy. If it is not installed and 
used properly—that is, in strict accordance with Apple's 
instructions — it may cause interference with radio and 
television reception. 

This equipment has been tested and found to comply 
with the limits for a Class B digital device in accordance 
with the specifications in Part 15 of FCC rules.These 
specifications are designed to provide reasonable 
protection against such interference in a residential 
installation. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

You can determine whether your computer system is 
causing interference by turning it off. If the interference 
stops, it was probably caused by the computer or one of 
the peripheral devices. 


If your computer system does cause interference to 
radio or television reception, try to correct the 
interference by using one or more of the following 
measures: 

• [urn the television or radio antenna until the 
interference stops. 

• Move the computer to one side or the other of the 
television or radio. 

• Move the computerfarther away from the television or 
radio. 

• Plug the computer into an outlet that is on a different 
circuit from the television or radio. (That is, make 
certain the computer and the television or radio are 
on circuits controlled by different circuit breakers 

or fuses.) 

If necessary, consult an Apple Authorized Service 
Provider or Apple. See the service and support 
information that came with your Apple product. Or, 
consult an experienced radio/television technician for 
additional suggestions. 

Important: Changes or mod 巿 cations to this product 
not authorized by Apple Inc. could void the EMC 
compliance and negate your authority to operate the 
product. 

This product has demonstrated EMC compliance under 
conditions that included the use of compliant peripheral 
devices and shielded cables between system 
components. It is important that you use compliant 
peripheral devices and shielded cables {including 
Ethernet network cables) between system components 
to reduce the possibility of causing interference to 
radios, television sets, and other electronic devices. 
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Responsible p 口; ty (contact for FCC matters only): 

Apple Inc. Corporate Compliance 
1 Infinite Loop, MS 26-A 
Cupertino, CA 95014-2084 

Wireless Radio Use 

This device is restricted to indoor use due to its 
operation in the 5.15 to 5.25 GHz frequency range to 
reduce the potential for harmful interference to co¬ 
channel Mobile Satellite systems. 

Cet appareil doit etre utilise h I'inteneur. 

Exposure to Radio Frequency Energy 

The radiated output power of the optional AirPort Card 
in this device is below the FCC and EU radio frequency 
exposure limits for uncontrolled equipment.This device 
should be operated with a minimum distance of at least 
20 cm between the AirPort Card antennas and a 
person's body and must not be co-located or operated 
with any other antenna or transmitter. 

FCC Bluetooth Wireless Compliance 

The antenna used with this transmitter must not be 
colocated or operated in conjunction with any other 
antenna or transmitter subject to the conditions of the 
FCC Grant. 

Bluetooth Industry Canada Statement 

This Class B device meets all requirements of the 
Canadian interference-causing equipment regulations. 
Cet appareil numerique de la Class B respecte toutes les 
exigences du Reglement sur le materiel brouilleur 
du Canada. 

Industry Canada Statement 

Complies with the Canadian ICES-003 Class B 
specifications. Cet appareil numerique de la classe B est 
conforme a la norme NMB-003 du Canada.This device 
complies with RSS 210 of Industry Canada. 
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Europe-EU Declaration of Conformity 

See www.apple.com/euro/compliance. 

Korea Warning Statements 

"岂 SH 早 d 智 tdi ち舌客香坦巧菩 ■jj ?!■ちお〇|劫宫" 

"01 〕 l]lfe 凹咨リ召ぶ ^ 岂呂 W 出と別人 f 客薑车を舍 LILT 

B さフ I フ I (フト召客をさ吾 d フ I フ I ) 

〇1フ I フ I ちフト召尝旧己)°是召み巧司哥音旱鲁岂 
フ I フ I 互 W を呈フト吾训人14客刮占3登ち马每呈巧み 
亞吉ス巧句闲 A 卜客置羊お吉か 

Singapore Wireless し erti む cation 


Complies with 
IDA Standards 
DB00063 


Taiwan Wireless Statements 

無結設備的を吿聲巧 

經型式認證合を之化巧率討お電機-巧勉許可’公司- 
商號或使巧者ち不得擅自愛更頻率' 加大巧率或愛を原 
設計之待せ及巧お。な巧率討頻電機之使用不得影譽巧 
航をを及干凌合法通信；經發現有干擾現を時’應立即 
停巧’並改善至お干凌時ち得繼續使巧。前巧合法通信 
巧依電信法規定作業之お線電通信。低巧率射頻電機須 
忍受合法通信或工業'お學及醫療巧電波围射化電機設 
谓之干凄。 

如ち這頻率： 


が 5.25GHz 至 5.35GHz 區域內溪作之 
お综設お的を吿聲巧 

ェ f 乍お率5.250 - 5.350 GHz なお段限於室內使用。 


Taiwan Class B Statement 

Class B 設巧的普吿聲巧 










VCCI クラス B 基準について 

情報処理装置等電波障害自主規制 について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議 
会 （VCCI) の基準に基ブくクラス B 情報技術装置で 
す。この装置は家庭環境で使巧されることを目的と 
していまずが、この装置がラジオやテしビジョン受 
信磯に近接して使用されると、受信障害を引き起こ 
すことがありまず。 

取扱説お書に化って正しい取扳をしてください。 

Mouse Class 1 LED Information 

The Apple Mouse is a Class 1 LED product in accordance 
with lEC 60825-1 A1 A2. 

It also complies with the Canadian lCES-003 Class B 
Specification. 

External USB Modem Information 

When connecting your Mac Pro to the phone line 
using an external USB modem, refer to the 
telecommunications agency information in the 
documentation that came with your modem. 


中国 


有毒巧 
ち害物质 


零部件 


电路巧 

附件 

键を/鼠标 

巧 （ Pb ) 

X 

父 

X 

ま 【 Hg} 

0 

0 

0 

福に d) 

0 

0 

0 

六かを 
にじ VII 

0 

0 

0 

を窝巧を 
(PBB) 

0 

0 

0 

を窝二苯融 
(PBDE) 

0 

0 

0 


0： 表示ほ有毒ち害物质在ほ部件所有巧质材料中的含量均在 
SJ/T 11363-2006 规定的限量要ホが下。 

X :表示な有毒有害お质至少在ほ部件的某一巧质材料中的含 
量超出 SJ/T 11363-2006 规定的限量要求。 


根据中国电子行业标;を SJ/T11364-2006 和ネ目关的中国 
政府法规.本产品及其某些内部或外部组件上可能巧 
有巧巧使用期限标巧。取み于组件和组件制造商.产 
品及其巧件上的使用期限标巧可能ち巧で同。巧件上 
的使用期限标巧化先于产品上任何与之ホ目冲突的或不 
同的巧保使用期限标巧。 
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ENERGY STAR，Compliance 



As an ENERGY STAR の partner, Apple has determined 
that standard configurations of tnis product meet the 
ENERGY STAR® guidelines for energy efficiency.The 
ENERGY STAR® program is a partnership with electronic 
equipment manufacturers to promote energy-efricient 
products. Reducing energy consumption of products 
saves money and helps conserve valuable resources. 
This computer is shipped with power management 
enabled with the computer set to sleep after 10 minutes 
of user inactivity.To wake your computer, click the 
mouse or trackpad button or press any key on the 
keyboard. 

For more information about ENERGY STAR®, visit; 
www.energystar.gov 

巧重とリサイクルに関する情報 

X 

上記のシンポルマークは、お使いの製品が、お住まいの地域 
の条例および規おにおい家庭ゴミとは別に廃棄される必要が 
ちることを示しています。お使いの製品が不要になったとき 
は、リサイクル方法について Apple またはお住まいのホ区巧 
巧に問い合わせてください。 

Apple のリサイクルプログラムについては、次の Web サイ 
卜を参腹してください： 
www.apple.com/ip/environment/recycling 
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バッテリーの南案に関する情银 

バッテリーを廃案ずる隐は、お往まいの地域の環境法および 
廃棄基準に従ってください。 

Deutschland: Dieses berat enthalt Batterien. Bitte nicht 
in den Hausmull werfen. Entsorgen Sie dieses Cerates 
am Ende seines Lebenszykius entsprechend der 
maGgeblichen gesetzlichen Regelungen. 

Nederlands: Gebruikte batterijen kunnen worden 
ingeleverd bu de chemokar of in een specials 
batterijcontainer voor klein chemisch afval (kca) worden 
gedeponeerd. 

n 

Taiwan: 

囲 

廢電ミ也請回收 




European Union — Disposal Information 

X 

The symbol above means that according to local laws 
and regulations your product should be disposed of 
separately from household waste. When this product 
reaches its end of life, take it to a collection point 
designated by local authorities. Some collection points 
accept products for free.The separate collection and 
recycling of your product at the time of disposal will 
help conserve natural resources and ensure that it is 
recycled in a manner that protects human health and 
the environment. 



t Apple Inc. 

◎ 2009 Apple Inc All rights reserved. 
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Apple、Apple ロゴ 、 Apple Cinema Display' AppleShare' 
AppleTalk、Cover Flow 、 Expos を、 FireWire 、 GarageBand 、 
に a し iLife 、 iMovie 、 iPhoto 、 iPod 、 iTunes. Keynote 、 
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AppleCare、Apple Store 、 および iTunes Store は、米国そ 
の化の国で登録された Apple Inc のサービスマークです。 

Intel、Intel Core 、 および Xeon は、米国その他の国における 
Intel Corp. の商標でず。 

Bluetooth のつー ドマー クとロゴは Bluetooth SIG, Inc . が巧 
ちしています。また 、 Apple Inc . のワードマークやロゴの巧 
巧は実施憧に基づいています。 

本製品には、カリフォルニア大学バークし一校、 FreeBSD, 
Inc.、The NetBSD Foundation, Inc. と、それぞれの貢献者に 
よって開発されたソフトウ I アが搭載されていまず。 

ENERGY STAR® は米国の登録商標です。 

本書に記載のその化の社名、商品名は、各社の商標または登 
録商標です。本書に記載の他化商品名は善考を目的としたも 
のであり、それらの製品の使巧を強脚あるいは巧揖するもの 
ではありません。また 、 Apple Inc . は他社製品の化能または 
使用につきましては一切の責任を負いません。 

Dolby Laboratories からの実施植に基づき製造されていま 
す。 「 Dolbyj 、 での LogicJ 、 およびダプル D 記号は 、 Dolby 
Laboratories の商標です。非公開機密著作物。 ◎ 19 の -1997 
Dolby Laboratories, Inc. All rights reserved. 

この書類に記載の製品には著作権保護技術が採用されており、 
同技術は Macrovision Corporation およびその巧が巧有する 
米国特許およびその他の知的が産権により保護されています。 
この著作桓保護ち術の巧巧には 、 Macrovision Corporation 
の許諾が必要です。また ' Macrovision Coporation の許詰な 
しに，家庭内や限られた範旧での視聰目的がかに使巧するこ 
とはできません。リバースエンジニアリングや逆アセンブル 
は禁止されています。 

米国特許番号 4,631,603 、 4,577,216 、 4,819,098 、および 
4,907,093 における装置クレームは限られた節囲での視聴目的 
に限り使用許語されています。 



